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部部門門  氏氏名名  研研究究分分野野  キキーーワワーードド  頁頁  

素素
材材
・・
加加
工工
部部
門門  

蓑輪圭祐 （安全・防災部門参照）  98 

村中貴幸 機械工学科 板成形，焼付き，チタン 133 

山田健太郎 教育研究支援センター 機械設計，機械加工 134 

山脇夢彦 物質工学科 反応有機化学，有機合成化学，有機光化学，ファインケミカル 135 

計計
測測
・・
制制
御御
部部
門門 

青木宏樹 一般科目教室（自然科学系） 体力測定，子ども，運動遊び 139 

金田直人 機械工学科 機構設計，繊維機械，画像処理，シーケンス制御 140 

亀山建太郎 機械工学科 
制御，モデリング，システム同定，信号処理，移動ロボット， 
農工連携 

141 

北川浩和 教育研究支援センター 
機械加工，汎用工作機械，エンジン分解組立て，電子工事， 
電気工作，組込み型マイコン 

142 

北野公崇 教育研究支援センター 光ファイバ変位計, ３次元特性, 等方性 143 

小松貴大 （情報・通信部門参照） 
 

106 

佐藤 匡 電気電子工学科 予見制御，スライディングモード制御，入力制限問題 144 

千徳英介 機械工学科 温度計測，切削抵抗，工具磨耗，レーザフォーミング 145 

西 仁司 電子情報工学科 信号解析，画像解析，ものづくり 146 

林田剛一 教育研究支援センター 複合現実，機械設計，仮撚加工，シーケンス制御，空圧機器 147 

米田知晃 電気電子工学科 イオンビーム，放射線，センサ，回路設計 148 
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所所属属部部門門  地地域域・・文文化化  環環境境・・生生態態  エエネネルルギギーー  安安全全・・防防災災  情情報報・・通通信信  素素材材・・加加工工  計計測測・・制制御御  

機機    械械  

工工学学科科  

  藤田克志 

○芳賀正和 

  加藤寛敬 

村中貴幸 

○高橋 奨 

◎亀山建太郎 

千徳英介 

金田直人 

電電気気電電子子  

工工学学科科  

  山本幸男 

秋山 肇 

 濱住啓之 

丸山晃生 

堀川隼世 

荒川正和 

◎松浦 徹 

西城理志 

福嶋宏之 

佐藤 匡 

米田知晃 

電電子子情情報報  

工工学学科科  

  ◎高久有一  斉藤 徹 

青山義弘 

波多浩昭 

◎小越咲子 

川上由紀 

小松貴大 

 西 仁司 

○小松貴大 

物物    質質  

工工学学科科  

 髙山勝己 

○松野敏英 

◎後反克典 

川村敏之 

坂元知里 

上島晃智 

  ○佐々和洋 常光幸美 

松井栄樹 

西野純一 

古谷昌大 

山脇夢彦 

 

環環境境都都市市  

工工学学科科  

奥村充司 奥村充司 

 

 

 吉田雅穂 

辻子裕二 

野々村善民 

辻野和彦 

○田安正茂 

◎樋口直也 

大和裕也 

芹川由布子 

蓑輪圭祐 

 蓑輪圭祐  

一一般般科科目目  

（（自自然然系系））  

長水壽寛 

柳原祐治 

井之上和代 

山田哲也 

中谷実伸 

相場大佑 

土田 怜 

◎長谷川智晴 

挽野真一 

古谷峻熙 

東 章弘 

松井一洋 

  岡本拓夫  長谷川智晴 

 

青木宏樹 

一一般般科科目目  

（（人人文文系系））  

市村葉子 

池田彩音 

松山哲士 

中谷内悠 

川畑弥生 

○木村美幸 

森  貞 

原口 治 

宮本友紀 

藤田卓郎 

木下若奈 

      

教教育育研研究究  

支支援援ｾｾﾝﾝﾀﾀｰー  

白﨑恭子 小木曽晴信 

廣部まどか 

舟洞久人 

片岡裕一 

白﨑恭子  清水幹郎 

中村孝史 

内藤岳史 

北川浩和 

堀井直宏 

藤田祐介 

山田健太郎 

久保杏奈 

北川浩和 

北野公崇 

林田剛一 

◎部門長，○副部門長 
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（応応用用数数学学）） 

研研究究タタイイトトルル：：  

スペクトル理論 

 

氏氏名名：：      相相場場  大大佑佑／／AAIIBBAA  DDaaiissuukkee  EE--mmaaiill：：  aaiibbaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本数数学学会会  

キキーーワワーードド：：  SScchhrrööddiinnggeerr 作作用用素素,,  DDiirraacc 作作用用素素,,  非非自自己己共共役役作作用用素素,,ススペペククトトルル理理論論,,  散散乱乱理理論論  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

ここれれままででのの研研究究ととししててはは、、関関数数解解析析的的手手法法をを用用いいてて、、数数理理物物理理にに現現れれるる偏偏微微分分方方程程式式のの数数学学的的研研究究、、特特にに

原原子子やや分分子子ななどどののミミククロロなな粒粒子子のの運運動動をを記記述述すするる量量子子力力学学のの基基礎礎方方程程式式ででああるる、、シシュュレレーーデディィンンガガーー方方程程式式

或或いいはは、、そそれれにに伴伴ううシシュュレレーーデディィンンガガーー作作用用素素ののススペペククトトルル理理論論のの研研究究をを行行っっててききままししたた。。  

  

ここれれままででにに行行っっててききたた研研究究はは３３つつあありり、、  

  

・・非非自自己己共共役役ななシシュュレレーーデディィンンガガーー作作用用素素ののススペペククトトルル理理論論ななららびびにに擬擬ススペペククトトルル理理論論、、  

  

・・強強力力なな磁磁場場をを伴伴ううシシュュレレーーデディィンンガガーー方方程程式式のの初初期期値値問問題題ののユユニニタタリリ解解作作用用素素のの存存在在とと一一意意性性、、  

  

・・デディィララッックク作作用用素素のの散散乱乱理理論論、、初初期期値値問問題題ににおおけけるる解解のの長長時時間間挙挙動動をを解解析析すするる上上でで、、  

重重要要なな役役割割をを果果たたすす、、連連続続ススペペククトトルルのの閾閾値値ででののレレゾゾナナンンススのの存存在在・・非非存存在在。。  

  

ににつついいててのの研研究究をを行行っっててききままししたた。。  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

  

体体育育授授業業ににおおけけるる自自己己のの動動ききをを分分析析すするるフフィィーードドババッッククのの一一例例：：  

スストトロロボボ画画像像とと座座標標解解析析ソソフフトトでで走走幅幅跳跳のの踏踏切切フフォォーームムをを分分析析ししててフフォォーームムのの改改善善をを試試みみるる  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

動きを分析する理系志向の「考える体育」 

 

氏氏名名：：      東東  章章弘弘／／  AAZZUUMMAA  AAkkiihhiirroo  EE--mmaaiill：：  aaaazzuummaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本ババイイオオメメカカニニククスス学学会会・・国国際際ススポポーーツツババイイオオメメカカニニククスス学学会会  

キキーーワワーードド：：  体体育育授授業業研研究究，，移移動動運運動動，，健健康康運運動動指指導導  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・体体育育授授業業ににおおいいてて自自己己のの動動ききをを分分析析すするるフフィィーードドババッックク  

・・移移動動運運動動ののエエネネルルギギーー論論  

・・健健康康運運動動のの指指導導技技法法のの開開発発  

・・ススポポーーツツをを介介ししたた地地域域国国際際交交流流  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ウウエエアアララブブルル呼呼気気ガガスス分分析析装装置置・・VVOO22MMaasstteerr  ((MMWW--11110000))    
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

  

体体育育授授業業ににおおけけるる自自己己のの動動ききをを分分析析すするるフフィィーードドババッッククのの一一例例：：  

スストトロロボボ画画像像とと座座標標解解析析ソソフフトトでで走走幅幅跳跳のの踏踏切切フフォォーームムをを分分析析ししててフフォォーームムのの改改善善をを試試みみるる  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

動きを分析する理系志向の「考える体育」 

 

氏氏名名：：      東東  章章弘弘／／  AAZZUUMMAA  AAkkiihhiirroo  EE--mmaaiill：：  aaaazzuummaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本ババイイオオメメカカニニククスス学学会会・・国国際際ススポポーーツツババイイオオメメカカニニククスス学学会会  

キキーーワワーードド：：  体体育育授授業業研研究究，，移移動動運運動動，，健健康康運運動動指指導導  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・体体育育授授業業ににおおいいてて自自己己のの動動ききをを分分析析すするるフフィィーードドババッックク  

・・移移動動運運動動ののエエネネルルギギーー論論  

・・健健康康運運動動のの指指導導技技法法のの開開発発  

・・ススポポーーツツをを介介ししたた地地域域国国際際交交流流  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ウウエエアアララブブルル呼呼気気ガガスス分分析析装装置置・・VVOO22MMaasstteerr  ((MMWW--11110000))    
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系）） 

研研究究タタイイトトルル：：  

平安時代後期物語『夜の寝覚』の研究 

 

氏氏名名：：      池池田田  彩彩音音／／IIKKEEDDAA  AAyyaannee  EE--mmaaiill：：  iikkeeddaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  中中古古文文学学会会、、日日本本文文藝藝學學会会、、立立命命館館大大学学日日本本文文学学会会  

キキーーワワーードド：：  物物語語文文学学、、平平安安時時代代、、『『夜夜のの寝寝覚覚』』、、『『源源氏氏物物語語』』  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・くくずずしし字字でで書書かかれれたた資資料料をを読読みみたたいい方方、、日日本本のの古古典典文文学学をを読読んんででみみたたいい方方ななどどにに向向けけてて、、

公公開開講講座座やや出出前前授授業業、、情情報報発発信信ががででききれればばとと考考ええてていいまますす。。  

  
  

 
研研究究内内容容：：    

  

【【平平安安時時代代後後期期のの物物語語『『夜夜のの寝寝覚覚』』ととはは何何かか】】  

平平安安時時代代ににははささままざざままなな物物語語がが作作らられれままししたた。。そそのの中中ででもも特特にに有有名名ななののはは、、『『源源氏氏物物語語』』ででししょょうう。。そそのの『『源源氏氏

物物語語』』のの影影響響をを受受けけななががららもも、、一一貫貫ししてて一一人人のの女女性性をを中中心心人人物物にに据据ええるるとといいうう趣趣向向をを凝凝ららししたた、、『『夜夜のの寝寝覚覚』』とといい

うう物物語語ががあありりまますす。。  

ここのの物物語語はは、、鎌鎌倉倉時時代代のの物物語語評評論論書書『『無無名名草草子子』』でで高高くく評評価価さされれてていいるるほほかか、、絵絵巻巻がが作作らられれたたりり、、改改作作本本がが作作

らられれたたりりとと、、二二次次創創作作意意欲欲ををかかきき立立ててるるほほどどにに注注目目さされれてていいたたここととががわわかかりりまますす。。  

残残念念ななががらら、、現現在在ははそそのの全全ててをを読読むむここととががででききるるわわけけででははななくく、、物物語語のの中中間間とと末末尾尾がが失失わわれれたた状状態態のの本本ででしし

かか、、読読むむここととががででききまませせんん。。ししかかししななががらら、、かかつつてて注注目目さされれてていいたた作作品品ででああっったたががゆゆええにに、、他他のの資資料料のの記記述述かからら

そそのの内内容容をを推推察察ででききまますす。。  

他他のの資資料料のの扱扱いいににはは注注意意がが必必要要でですすがが、、現現存存すするる『『夜夜のの寝寝覚覚』』のの記記述述とと他他のの資資料料のの記記述述をを検検討討しし、、どどののよようう

ににつつななががりりをを見見出出すすここととががででききるるかか、、どどののよよううにに解解釈釈がが可可能能かかとといいううここととをを常常にに問問いい続続けけ、、『『夜夜のの寝寝覚覚』』とといいうう作作品品

ををいいかかにに捉捉ええるるここととががででききるるかかににつついいてて研研究究をを進進めめてていいまますす。。  

  

  

【【女女性性をを主主人人公公ととししてて物物語語をを展展開開ささせせるる方方法法はは何何かか】】  

平平安安時時代代、、特特にに身身分分のの高高いい女女性性はは、、行行動動範範囲囲やや交交流流関関係係もも限限らられれてていいままししたた。。光光源源氏氏とといいうう男男性性をを主主人人公公ととしし

たた『『源源氏氏物物語語』』とと比比べべてて『『夜夜のの寝寝覚覚』』がが大大ききくく異異ななるるののはは、、そそううししたた物物語語をを展展開開ささせせるるううええでで制制約約ののああるる女女性性をを主主人人

公公にに据据ええてていいるる点点でですす。。『『夜夜のの寝寝覚覚』』がが物物語語をを展展開開ささせせるるののにに用用いいたた方方法法ととははどどののよよううななももののかか、、とといいううここととにに関関心心

をを持持ちち、、主主ととししててそそのの言言葉葉のの用用いい方方やや意意味味のの分分析析をを通通ししてて考考察察をを行行っってていいまますす。。  

ここれれままででのの研研究究でではは、、人人物物造造型型やや『『源源氏氏物物語語』』ななどどのの先先行行作作品品ととのの関関わわりりかからら、、物物語語がが必必然然的的にに展展開開ししてていいくくよよ

ううなな言言葉葉がが意意識識的的にに配配置置さされれてていいるるここととががわわかかっっててききままししたた。。ここううししたた検検討討をを通通ししてて、、『『夜夜のの寝寝覚覚』』とといいうう作作品品ににつついい

ててだだけけででははななくく、、『『夜夜のの寝寝覚覚』』がが他他のの先先行行作作品品ななどどををいいかかにに読読みみ取取っってていいたたかか、、とといいううここととににつついいててもも明明ららかかににななっっ

ててききままししたた。。  

『『夜夜のの寝寝覚覚』』はは全全貌貌ののわわかかららなないい作作品品ででははあありりまますすがが、、他他のの作作品品ににははなないい特特徴徴をを持持ちち、、平平安安時時代代後後期期とといいうう時時代代

をを知知るるたためめにに重重要要なな作作品品でですす。。日日本本文文学学史史をを正正確確にに把把握握すするるににはは、、ここのの作作品品のの検検討討がが不不可可欠欠だだとと考考ええ、、研研究究をを行行

っってていいまますす。。  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系）） 
   

研研究究タタイイトトルル：：  

日本語話し言葉の研究 

 

氏氏名名：：      市市村村  葉葉子子  ／／  IICCHHIIMMUURRAA  YYookkoo    EE--mmaaiill：：  
iicchhiimmuurraa@@ffuukkuuii..kkoosseenn--

aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（学学術術））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  計計量量国国語語学学会会、、日日本本語語用用論論学学会会、、日日本本語語／／日日本本語語教教育育研研究究会会  

キキーーワワーードド：：  話話ししここととばば、、イインントトネネーーシショョンン、、ココーーパパスス、、日日本本語語教教育育、、ややささししいい日日本本語語  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・ 日日本本語語ボボラランンテティィアア養養成成講講座座  

・ 外外国国人人ののたためめののややささししいい日日本本語語へへのの書書きき換換ええ  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

【【話話しし言言葉葉のの記記述述】】  

  「「ちちょょっっととわわかかららなないいんんだだよよねね」」とといいうう言言いい方方はは、、使使わわれれるる文文脈脈ややイインントトネネーーシショョンンにによよっってて、、「「確確認認」」ににもも「「意意思思表表

示示」」ににももななりりまますす。。ここううししたた文文末末表表現現をを会会話話デデーータタかからら取取りり出出しし、、そそれれららのの表表現現とと発発話話意意図図をを記記述述すするるここととをを目目的的にに

研研究究ししてていいまますす。。言言葉葉はは時時代代ととととももにに変変化化ししてていいまますす。。年年代代のの異異ななるるココーーパパスス（（言言語語資資源源））をを用用いいてて、、年年代代にに応応じじたた

言言語語のの有有様様をを分分析析すするるととととももにに、、ななぜぜそそののよよううなな変変化化がが起起ききたたののかかもも考考察察ししてていいまますす。。  

  

【【外外国国人人にに対対すするる日日本本語語指指導導】】  

  外外国国人人ににわわかかりりややすすくく、、生生活活にに役役立立つつ日日本本語語をを教教ええるる研研究究ををししてていいまますす。。外外国国人人労労働働者者受受けけ入入れれ拡拡大大にに伴伴いい、、

彼彼ららはは当当然然でですすがが、、共共存存すするる地地域域住住民民ののたためめににもも、、日日本本語語教教育育支支援援はは喫喫緊緊のの課課題題でですす。。ここれれままでで越越前前市市国国際際交交

流流協協会会のの日日本本語語アアドドババイイザザーーととししてて、、定定住住外外国国人人のの日日本本語語支支援援ををさされれてていいるるササポポーータターーのの方方にに日日本本語語教教育育のの方方

法法をを指指導導ししててききままししたた。。  

  今今後後もも地地域域とと協協力力しし、、地地域域住住民民とと年年少少者者をを含含めめたた定定住住外外国国人人ににととっってて住住みみややすすいいままちちづづくくりりにに貢貢献献ででききるるよようう取取

りり組組んんででいいききまますす。。  

  

【【外外国国人人ののたためめののややささししいい日日本本語語へへのの書書きき換換ええ】】  

  「「易易ししいい」」ここととばばでで「「優優ししくく」」伝伝ええるるたためめにに必必要要なな日日本本語語ととはは何何かか、、ややささししいい日日本本語語でで何何ががででききるるかかににつついいてて興興味味がが

あありりまますす。。当当初初はは災災害害時時ににおおいいてて定定住住外外国国人人のの方方ででのの情情報報提提供供をを目目的的ととししてて、、ややささししいい日日本本語語はは考考案案、、使使用用さされれ

るるよよううににななりりままししたたがが、、現現在在でではは地地域域ののおお便便りりやや話話しし言言葉葉ででももニニーーズズがが高高ままっってていいまますす。。  

  外外国国人人のの国国籍籍がが多多様様化化ししてていいるる今今、、まますすまますす「「ややささししいい日日本本」」へへののニニーーズズはは高高ままるるとと予予想想さされれまますす。。ここれれままでで主主にに

越越前前市市やや鯖鯖江江市市とと協協力力しし、、地地域域ののおお知知ららせせ、、生生活活ののたためめののガガイイドドブブッッククををややささししいい日日本本語語にに書書きき換換ええるる活活動動にに携携わわ

っっててききままししたた。。今今後後はは定定住住外外国国人人ののたためめのの防防災災ママッッププややガガイイドドラライインンのの作作成成をを行行いいたたいいとと思思っってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

 ─46─



  

- 46 - 
 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系）） 
   

研研究究タタイイトトルル：：  

日本語話し言葉の研究 

 

氏氏名名：：      市市村村  葉葉子子  ／／  IICCHHIIMMUURRAA  YYookkoo    EE--mmaaiill：：  
iicchhiimmuurraa@@ffuukkuuii..kkoosseenn--

aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（学学術術））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  計計量量国国語語学学会会、、日日本本語語用用論論学学会会、、日日本本語語／／日日本本語語教教育育研研究究会会  

キキーーワワーードド：：  話話ししここととばば、、イインントトネネーーシショョンン、、ココーーパパスス、、日日本本語語教教育育、、ややささししいい日日本本語語  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・ 日日本本語語ボボラランンテティィアア養養成成講講座座  

・ 外外国国人人ののたためめののややささししいい日日本本語語へへのの書書きき換換ええ  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

【【話話しし言言葉葉のの記記述述】】  

  「「ちちょょっっととわわかかららなないいんんだだよよねね」」とといいうう言言いい方方はは、、使使わわれれるる文文脈脈ややイインントトネネーーシショョンンにによよっってて、、「「確確認認」」ににもも「「意意思思表表

示示」」ににももななりりまますす。。ここううししたた文文末末表表現現をを会会話話デデーータタかからら取取りり出出しし、、そそれれららのの表表現現とと発発話話意意図図をを記記述述すするるここととをを目目的的にに

研研究究ししてていいまますす。。言言葉葉はは時時代代ととととももにに変変化化ししてていいまますす。。年年代代のの異異ななるるココーーパパスス（（言言語語資資源源））をを用用いいてて、、年年代代にに応応じじたた

言言語語のの有有様様をを分分析析すするるととととももにに、、ななぜぜそそののよよううなな変変化化がが起起ききたたののかかもも考考察察ししてていいまますす。。  

  

【【外外国国人人にに対対すするる日日本本語語指指導導】】  

  外外国国人人ににわわかかりりややすすくく、、生生活活にに役役立立つつ日日本本語語をを教教ええるる研研究究ををししてていいまますす。。外外国国人人労労働働者者受受けけ入入れれ拡拡大大にに伴伴いい、、

彼彼ららはは当当然然でですすがが、、共共存存すするる地地域域住住民民ののたためめににもも、、日日本本語語教教育育支支援援はは喫喫緊緊のの課課題題でですす。。ここれれままでで越越前前市市国国際際交交

流流協協会会のの日日本本語語アアドドババイイザザーーととししてて、、定定住住外外国国人人のの日日本本語語支支援援ををさされれてていいるるササポポーータターーのの方方にに日日本本語語教教育育のの方方

法法をを指指導導ししててききままししたた。。  

  今今後後もも地地域域とと協協力力しし、、地地域域住住民民とと年年少少者者をを含含めめたた定定住住外外国国人人ににととっってて住住みみややすすいいままちちづづくくりりにに貢貢献献ででききるるよようう取取

りり組組んんででいいききまますす。。  

  

【【外外国国人人ののたためめののややささししいい日日本本語語へへのの書書きき換換ええ】】  

  「「易易ししいい」」ここととばばでで「「優優ししくく」」伝伝ええるるたためめにに必必要要なな日日本本語語ととはは何何かか、、ややささししいい日日本本語語でで何何ががででききるるかかににつついいてて興興味味がが

あありりまますす。。当当初初はは災災害害時時ににおおいいてて定定住住外外国国人人のの方方ででのの情情報報提提供供をを目目的的ととししてて、、ややささししいい日日本本語語はは考考案案、、使使用用さされれ

るるよよううににななりりままししたたがが、、現現在在でではは地地域域ののおお便便りりやや話話しし言言葉葉ででももニニーーズズがが高高ままっってていいまますす。。  

  外外国国人人のの国国籍籍がが多多様様化化ししてていいるる今今、、まますすまますす「「ややささししいい日日本本」」へへののニニーーズズはは高高ままるるとと予予想想さされれまますす。。ここれれままでで主主にに

越越前前市市やや鯖鯖江江市市とと協協力力しし、、地地域域ののおお知知ららせせ、、生生活活ののたためめののガガイイドドブブッッククををややささししいい日日本本語語にに書書きき換換ええるる活活動動にに携携わわ

っっててききままししたた。。今今後後はは定定住住外外国国人人ののたためめのの防防災災ママッッププややガガイイドドラライインンのの作作成成をを行行いいたたいいとと思思っってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

- 47 - 
 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

  

  ググララフフ電電卓卓やや PPCC ののソソフフトトウウェェアアをを活活用用ししたた，，数数学学のの教教材材のの開開発発ををしし，，授授業業でで活活用用ししてていいまますす。。  

  

＊ 関関数数ググララフフアアーートト……ググララフフ電電卓卓ののググララフフ描描画画機機能能をを活活用用ししてて，，関関数数ののググララフフでで絵絵をを描描きき，，関関数数のの性性質質

をを理理解解すするる教教材材でですす。。ここのの活活動動のの効効果果ににつついいててのの検検証証ををししてていいまますす。。  

＊ 実実験験教教材材のの開開発発……数数学学とと物物理理やや工工学学のの分分野野ととのの橋橋渡渡ししととななるるよよううなな実実験験教教材材をを考考案案しし，，授授業業でで実実

践践ししてていいまますす。。  

＊ 課課題題ププリリンントトのの作作成成，，授授業業用用ププリリンントトのの作作成成電電子子黒黒板板ででのの授授業業にに対対応応ででききるるよよううなな，，教教材材のの開開発発ををしし

てていいまますす。。  

  

  そそのの他他，，可可換換環環論論ににつついいてて勉勉強強ををししてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

テクノロジーを活用した数学教育 

 

氏氏名名：：      井井之之上上  和和代代／／IINNOOUUEE  KKaazzuuyyoo  EE--mmaaiill：：  kk--iinnoouuee@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本数数学学会会  

キキーーワワーードド：：  教教材材開開発発，，ググララフフアアーートト，，可可換換環環論論，，モモーーデデルルヴヴェェイイユユ格格子子理理論論  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 
 

研研究究タタイイトトルル：：  

ビオトープ，名水，湧水の整備・維持管理に関する研究 

 

氏氏名名：：      奥奥村村  充充司司／／OOKKUUMMUURRAA  MMiittssuusshhii  EE--mmaaiill：：  ookkuummuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  嘱嘱託託教教授授  学学位位：：  工工学学修修士士  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
土土木木学学会会，，日日本本水水環環境境学学会会，，日日本本材材料料学学会会，，廃廃棄棄物物学学会会，，応応用用生生態態

工工学学会会，，NNPPOO 福福井井地地域域地地盤盤防防災災研研究究所所  

キキーーワワーードド：：  上上水水道道，，下下水水道道，，水水質質調調査査，，地地下下水水汚汚染染，，生生物物指指標標  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

  22001144 年年全全国国メメダダカカシシンンポポジジウウムムのの 22 度度目目のの開開催催にに向向けけてて、、越越前前市市内内ビビオオトトーーププのの調調査査、、パパンンフフレレッットトのの作作成成をを行行

いいままししたた。。ままたた、、福福井井県県ののおおいいししいい水水認認定定箇箇所所のの継継続続的的なな維維持持管管理理をを目目指指しし、、現現状状をを調調査査しし、、保保全全活活動動のの指指針針をを

作作成成ししままししたた。。  
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 
 

研研究究タタイイトトルル：：  

ビオトープ，名水，湧水の整備・維持管理に関する研究 

 

氏氏名名：：      奥奥村村  充充司司／／OOKKUUMMUURRAA  MMiittssuusshhii  EE--mmaaiill：：  ookkuummuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  嘱嘱託託教教授授  学学位位：：  工工学学修修士士  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
土土木木学学会会，，日日本本水水環環境境学学会会，，日日本本材材料料学学会会，，廃廃棄棄物物学学会会，，応応用用生生態態

工工学学会会，，NNPPOO 福福井井地地域域地地盤盤防防災災研研究究所所  

キキーーワワーードド：：  上上水水道道，，下下水水道道，，水水質質調調査査，，地地下下水水汚汚染染，，生生物物指指標標  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

  22001144 年年全全国国メメダダカカシシンンポポジジウウムムのの 22 度度目目のの開開催催にに向向けけてて、、越越前前市市内内ビビオオトトーーププのの調調査査、、パパンンフフレレッットトのの作作成成をを行行

いいままししたた。。ままたた、、福福井井県県ののおおいいししいい水水認認定定箇箇所所のの継継続続的的なな維維持持管管理理をを目目指指しし、、現現状状をを調調査査しし、、保保全全活活動動のの指指針針をを

作作成成ししままししたた。。  
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系）） 

研研究究タタイイトトルル：：  

犯罪被害者と加害者による対話の効果検証 

 

氏氏名名：：      川川畑畑  弥弥生生／／KKAAWWAABBAATTAA  YYaayyooii  EE--mmaaiill：：  kkaawwaabbaattaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（政政策策科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本公公共共政政策策学学会会，，更更生生保保護護学学会会  

キキーーワワーードド：：  修修復復的的司司法法，，少少年年司司法法手手続続，，社社会会内内処処遇遇  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

現現行行のの刑刑事事司司法法手手続続やや少少年年司司法法手手続続のの目目的的はは，，  

①①真真実実のの解解明明とと②②罪罪をを犯犯ししたた者者にに対対ししてて罰罰をを科科すすここととがが，，  

そそのの主主たたるる目目的的でですす。。  

そそののたためめ，，犯犯罪罪被被害害者者はは事事件件のの関関係係者者ででああるるににもも  

関関わわららずず，，当当事事者者ととししてて刑刑事事司司法法手手続続にに関関わわるるここととがが  

ででききずず，，「「国国家家」」とと「「加加害害者者」」とといいうう構構図図でで手手続続がが進進めめらら  

れれててししままいいまますす。。  

「「修修復復的的司司法法」」はは，，そそここにに犯犯罪罪被被害害者者がが参参加加しし，，被被害害者者  

のの救救済済やや癒癒ししにに効効果果ののああるる取取りり組組みみととししてて，，主主ににヨヨーーロロッッパパ  

諸諸国国，，アアメメリリカカ，，オオセセアアニニアア諸諸国国等等でで実実施施さされれてていいまますす。。  

日日本本ににおおいいててもも，，警警察察主主導導ののパパイイロロッットト事事業業ややＮＮＰＰＯＯ  

ででのの取取りり組組みみはは行行わわれれてておおりりまますすがが，，効効果果のの検検証証はは十十分分  

にに行行わわれれてておおりりまませせんん。。  

日日本本でで実実施施ししたた場場合合のの効効果果ににつついいてて検検証証すするるととととももにに，，  

教教育育現現場場でで生生じじるる問問題題のの 11 つつででああるる「「いいじじめめ」」やや「「非非行行」」とと  

いいっったた諸諸問問題題へへのの応応用用とと実実践践がが研研究究課課題題でですす。。  

  

  

  

  

  

  

                                                                                    図図 11  対対話話にによよるる解解決決ののアアププロローーチチフフロローー図図  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室((人人文文社社会会科科学学系系)) 

研研究究内内容容：：    

  

ハハイイフフンン付付きき複複合合語語とといいううももののがが英英語語ににはは存存在在ししまますす。。ここれれははハハイイフフンンでで複複数数のの単単語語がが繋繋ががれれたたももののがが一一単単語語

ととししてて認認識識さされれてていいるるももののをを指指ししまますす。。特特徴徴ととししてて、、同同じじ品品詞詞をを組組みみ合合わわせせるるここととははももちちろろんん、、違違うう品品詞詞をを組組みみ合合わわ

せせてて一一つつのの語語ににししててししままううここととでですす。。英英語語母母語語話話者者のの文文章章をを読読むむとと形形容容詞詞ととししてて用用いいらられれてていいるるハハイイフフンン付付きき複複合合

語語がが多多くく見見受受けけらられれまますす。。ここれれををハハイイフフンン付付きき複複合合形形容容詞詞付付ききとと呼呼びび、、例例ととししててはは  ““wweellll--kknnoowwnn””  （（よよくく知知らられれてていい

るる））、、やや  ““ssttaattee--ooff--tthhee--aarrtt””（（最最先先端端のの））ななどどでですす。。ここののハハイイフフンン付付きき複複合合形形容容詞詞はは成成りり立立ちちがが明明確確ににさされれてておおらら

ずず、、品品詞詞のの組組みみ合合わわせせパパタターーンンもも調調査査すするる媒媒体体にによよっってて異異ななるるここととががわわかかっってていいまますす。。ままたた、、近近年年ハハイイフフンン付付きき複複

合合形形容容詞詞がが増増加加傾傾向向ににああるるここととががわわかかっってていいまますす。。  

  そそここでで、、ここののハハイイフフンン付付きき複複合合形形容容詞詞のの成成りり立立ちちとと品品詞詞組組みみ合合わわせせパパタターーンンをを研研究究すするるここととがが英英語語学学習習者者ににととっっ

てて長長文文をを読読みみ解解くく助助けけににななるるとと考考ええてていいまますす。。  

  

  ここれれままでで行行っったた研研究究でではは TThhee  NNeeww  YYoorrkk  TTiimmeess とと TThhee  JJaappaann  TTiimmeess、、両両紙紙 55 日日分分のの総総語語数数をを出出しし、、ハハイイフフンン付付きき複複

合合形形容容詞詞のの割割合合をを計計算算ししままししたた。。加加ええてて、、既既にに見見つつけけ出出さされれてていいるる品品詞詞組組みみ合合わわせせパパタターーンンをを参参照照ししてて抽抽出出ししたた

ハハイイフフンン付付きき複複合合形形容容詞詞のの品品詞詞組組みみ合合わわせせをを分分析析ししままししたた。 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

英語におけるハイフン付き複合形容詞について 
 

氏氏名名：：      木木下下  若若奈奈／／  KKIINNOOSSHHIITTAA  WWaakkaannaa  EE--mmaaiill：：  kkiinnoosshhiittaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  修修士士（（言言語語科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  英英語語,,  生生成成文文法法論論  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室((人人文文社社会会科科学学系系)) 

研研究究内内容容：：    

  

ハハイイフフンン付付きき複複合合語語とといいううももののがが英英語語ににはは存存在在ししまますす。。ここれれははハハイイフフンンでで複複数数のの単単語語がが繋繋ががれれたたももののがが一一単単語語

ととししてて認認識識さされれてていいるるももののをを指指ししまますす。。特特徴徴ととししてて、、同同じじ品品詞詞をを組組みみ合合わわせせるるここととははももちちろろんん、、違違うう品品詞詞をを組組みみ合合わわ

せせてて一一つつのの語語ににししててししままううここととでですす。。英英語語母母語語話話者者のの文文章章をを読読むむとと形形容容詞詞ととししてて用用いいらられれてていいるるハハイイフフンン付付きき複複合合

語語がが多多くく見見受受けけらられれまますす。。ここれれををハハイイフフンン付付きき複複合合形形容容詞詞付付ききとと呼呼びび、、例例ととししててはは  ““wweellll--kknnoowwnn””  （（よよくく知知らられれてていい

るる））、、やや  ““ssttaattee--ooff--tthhee--aarrtt””（（最最先先端端のの））ななどどでですす。。ここののハハイイフフンン付付きき複複合合形形容容詞詞はは成成りり立立ちちがが明明確確ににさされれてておおらら

ずず、、品品詞詞のの組組みみ合合わわせせパパタターーンンもも調調査査すするる媒媒体体にによよっってて異異ななるるここととががわわかかっってていいまますす。。ままたた、、近近年年ハハイイフフンン付付きき複複

合合形形容容詞詞がが増増加加傾傾向向ににああるるここととががわわかかっってていいまますす。。  

  そそここでで、、ここののハハイイフフンン付付きき複複合合形形容容詞詞のの成成りり立立ちちとと品品詞詞組組みみ合合わわせせパパタターーンンをを研研究究すするるここととがが英英語語学学習習者者ににととっっ

てて長長文文をを読読みみ解解くく助助けけににななるるとと考考ええてていいまますす。。  

  

  ここれれままでで行行っったた研研究究でではは TThhee  NNeeww  YYoorrkk  TTiimmeess とと TThhee  JJaappaann  TTiimmeess、、両両紙紙 55 日日分分のの総総語語数数をを出出しし、、ハハイイフフンン付付きき複複

合合形形容容詞詞のの割割合合をを計計算算ししままししたた。。加加ええてて、、既既にに見見つつけけ出出さされれてていいるる品品詞詞組組みみ合合わわせせパパタターーンンをを参参照照ししてて抽抽出出ししたた

ハハイイフフンン付付きき複複合合形形容容詞詞のの品品詞詞組組みみ合合わわせせをを分分析析ししままししたた。 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

英語におけるハイフン付き複合形容詞について 
 

氏氏名名：：      木木下下  若若奈奈／／  KKIINNOOSSHHIITTAA  WWaakkaannaa  EE--mmaaiill：：  kkiinnoosshhiittaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  修修士士（（言言語語科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  英英語語,,  生生成成文文法法論論  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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研研究究内内容容：：    

  

【【海海軍軍志志願願兵兵ににつついいててのの研研究究】】  

日日露露戦戦争争後後～～アアジジアア・・太太平平洋洋戦戦争争期期にに海海軍軍志志願願兵兵ををどどののよよううにに集集めめてていいたたかかににつついいてて研研究究ししてていいまますす。。戦戦前前のの

軍軍隊隊のの制制度度ととししててはは，，2200 歳歳以以上上がが入入営営すするる徴徴兵兵制制度度がが有有名名でですすがが，，「「予予科科練練」」にに代代表表さされれるるよよううにに，，海海軍軍はは常常にに一一

定定のの割割合合をを 2200 歳歳未未満満のの全全国国のの青青少少年年かからら志志願願でで集集めめてていいままししたた。。青青少少年年がが海海軍軍をを志志願願すするるたためめににはは，，周周りりででそそ

れれをを支支ええるる仕仕組組みみがが必必要要ででああっったたははずずでですす。。ここううししたた点点をを明明ららかかににすするるたためめにに，，海海軍軍ががどどののよよううなな拠拠点点をを地地域域にに設設

けけてていいたたののかかをを研研究究ししてていいまますす。。  

ここううししたた拠拠点点ににつついいてて検検討討すするるににああたたりり，，海海軍軍協協会会やや地地方方海海軍軍人人事事部部・・在在郷郷軍軍人人会会ななどどのの組組織織のの動動向向ににつついい

てて，，各各地地のの役役場場にに残残るる行行政政文文書書やや防防衛衛省省防防衛衛研研究究所所のの資資料料・・各各種種ポポススタターー類類ななどどをを使使っってて研研究究ししてていいまますす。。（（写写

真真はは「「啓啓発発新新聞聞のの作作りり方方」」２２〔〔日日本本宣宣伝伝研研究究所所、、11994433 年年〕〕よよりり、、海海軍軍志志願願兵兵募募集集ののたためめにに児児童童生生徒徒がが作作成成すするるポポスス

タターー例例））。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

      

  

【【軍軍隊隊とと地地域域ににつついいててのの研研究究】】  

前前述述のの海海軍軍のの研研究究をを軸軸ににししてて，，今今後後はは陸陸軍軍もも含含めめたた軍軍隊隊とと地地域域のの関関係係ににつついいててのの研研究究をを進進めめてていいききたたいいとと思思

いいまますす。。特特にに鯖鯖江江はは歩歩兵兵第第３３６６連連隊隊がが置置かかれれたた「「軍軍都都」」ででももああるるののでで，，今今後後はは鯖鯖江江市市域域のの軍軍隊隊とと地地域域のの関関係係ににつつ

いいててもも研研究究ししてていいききたたいいとと思思いいまますす。。  

  

  

  

 

所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系）） 

研研究究タタイイトトルル：：  

軍隊と地域の関係について、志願兵について 

 

氏氏名名：：      木木村村  美美幸幸／／KKIIMMUURRAA  MMiiyyuukkii  EE--mmaaiill：：  mm--kkiimmuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（歴歴史史学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
史史学学会会，，日日本本歴歴史史学学会会，，大大阪阪歴歴史史学学会会，，近近現現代代史史研研究究会会，，日日本本史史研研

究究会会,,歴歴史史学学研研究究会会,,福福井井県県郷郷土土誌誌懇懇談談会会  

キキーーワワーードド：：  海海軍軍，，志志願願兵兵，，地地域域，，兵兵事事資資料料  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・自自治治体体史史編編ささんん  

・・歴歴史史資資料料整整理理やや目目録録作作成成  
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究内内容容：：    

  

  すすべべててのの物物質質ははボボソソンンととフフェェルルミミオオンンにに分分けけるるここととががででききまますす。。ボボソソンンはは 11 つつのの状状態態をを複複数数のの粒粒子子がが占占めめるるこことと

ががでできき，，フフェェルルミミオオンンはは１１つつのの状状態態をを 11 粒粒子子ししかか占占めめるるここととががででききなないい（（パパウウリリのの排排他他律律にによよるる））とといいうう特特徴徴ががあありりまま

すす。。ここののたためめ，，温温度度ががほほぼぼゼゼロロのの低低温温ののとときき，，ボボソソンンととフフェェルルミミオオンンはは異異ななっったたふふるるままいいをを示示ししまますす。。ボボソソンンのの場場合合

ににははエエネネルルギギーーゼゼロロのの最最低低エエネネルルギギーー状状態態へへ全全粒粒子子がが集集ままるるボボーーズズ・・アアイインンシシュュタタイインン凝凝縮縮（（図図 11））がが起起ここりり，，フフェェ

ルルミミオオンンのの場場合合ににはは最最低低エエネネルルギギーー状状態態かからら順順番番にに粒粒子子がが埋埋ままっっててゆゆきき，，フフェェルルミミ面面ををつつくくりりまますす（（図図 22））。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

          

  

図図 11：：ボボソソンン                図図 22：：フフェェルルミミオオンン  

  

ここここでで，，ボボソソンンととフフェェルルミミオオンンをを混混合合しし，，互互いいがが相相互互作作用用ををししてていいるる場場合合ににははどどののよよううななふふるるままいいをを示示すすののかかをを研研

究究ししてていいまますす。。具具体体的的ににはは，，ボボソソンン‐‐フフェェルルミミオオンン間間のの相相互互作作用用をを引引力力ととしし，，そそのの強強ささにによよりりボボーーズズ・・アアイインンシシュュタタイインン

凝凝縮縮のの転転移移温温度度ははどどののよよううにに変変化化すするるかかをを調調べべてていいまますす。。    

ままたた，，ボボソソンン‐‐フフェェルルミミオオンン間間のの相相互互作作用用がが引引力力ののとときき，，低低温温でではは系系がが不不安安定定ににななりりまますす．．不不安安定定ににななるる温温度度のの，，

ボボソソンン‐‐フフェェルルミミオオンン間間のの相相互互作作用用のの強強ささにによよるる変変化化ににつついいててもも調調べべてていいまますす。。  

  

  

  

 

 エネルギー  エネルギー 

研研究究タタイイトトルル：：  

ボボソソンン‐‐フフェェルルミミオオンン混混合合多多体体系系ののボボーーズズ・・アアイインンシシュュタタイインン凝凝縮縮 

 

氏氏名名：：      白白﨑﨑  恭恭子子／／SSHHIIRRAASSAAKKII  KKyyookkoo  EE--mmaaiill：：  sshhiirraassaakkii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術専専門門職職員員  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本物物理理学学会会，，応応用用物物理理学学会会応応用用物物理理教教育育分分科科会会，，日日本本物物理理教教育育

学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会  

キキーーワワーードド：：  ボボソソンン，，フフェェルルミミオオンン，，混混合合系系，，ボボーーズズ・・アアイインンシシュュタタイインン凝凝縮縮，，不不安安定定性性，，転転移移温温度度  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究内内容容：：    

  

  すすべべててのの物物質質ははボボソソンンととフフェェルルミミオオンンにに分分けけるるここととががででききまますす。。ボボソソンンはは 11 つつのの状状態態をを複複数数のの粒粒子子がが占占めめるるこことと

ががでできき，，フフェェルルミミオオンンはは１１つつのの状状態態をを 11 粒粒子子ししかか占占めめるるここととががででききなないい（（パパウウリリのの排排他他律律にによよるる））とといいうう特特徴徴ががあありりまま

すす。。ここののたためめ，，温温度度ががほほぼぼゼゼロロのの低低温温ののとときき，，ボボソソンンととフフェェルルミミオオンンはは異異ななっったたふふるるままいいをを示示ししまますす。。ボボソソンンのの場場合合

ににははエエネネルルギギーーゼゼロロのの最最低低エエネネルルギギーー状状態態へへ全全粒粒子子がが集集ままるるボボーーズズ・・アアイインンシシュュタタイインン凝凝縮縮（（図図 11））がが起起ここりり，，フフェェ

ルルミミオオンンのの場場合合ににはは最最低低エエネネルルギギーー状状態態かからら順順番番にに粒粒子子がが埋埋ままっっててゆゆきき，，フフェェルルミミ面面ををつつくくりりまますす（（図図 22））。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

          

  

図図 11：：ボボソソンン                図図 22：：フフェェルルミミオオンン  

  

ここここでで，，ボボソソンンととフフェェルルミミオオンンをを混混合合しし，，互互いいがが相相互互作作用用ををししてていいるる場場合合ににははどどののよよううななふふるるままいいをを示示すすののかかをを研研

究究ししてていいまますす。。具具体体的的ににはは，，ボボソソンン‐‐フフェェルルミミオオンン間間のの相相互互作作用用をを引引力力ととしし，，そそのの強強ささにによよりりボボーーズズ・・アアイインンシシュュタタイインン

凝凝縮縮のの転転移移温温度度ははどどののよよううにに変変化化すするるかかをを調調べべてていいまますす。。    

ままたた，，ボボソソンン‐‐フフェェルルミミオオンン間間のの相相互互作作用用がが引引力力ののとときき，，低低温温でではは系系がが不不安安定定ににななりりまますす．．不不安安定定ににななるる温温度度のの，，

ボボソソンン‐‐フフェェルルミミオオンン間間のの相相互互作作用用のの強強ささにによよるる変変化化ににつついいててもも調調べべてていいまますす。。  

  

  

  

 

 エネルギー  エネルギー 

研研究究タタイイトトルル：：  

ボボソソンン‐‐フフェェルルミミオオンン混混合合多多体体系系ののボボーーズズ・・アアイインンシシュュタタイインン凝凝縮縮 

 

氏氏名名：：      白白﨑﨑  恭恭子子／／SSHHIIRRAASSAAKKII  KKyyookkoo  EE--mmaaiill：：  sshhiirraassaakkii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術専専門門職職員員  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本物物理理学学会会，，応応用用物物理理学学会会応応用用物物理理教教育育分分科科会会，，日日本本物物理理教教育育

学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会  

キキーーワワーードド：：  ボボソソンン，，フフェェルルミミオオンン，，混混合合系系，，ボボーーズズ・・アアイインンシシュュタタイインン凝凝縮縮，，不不安安定定性性，，転転移移温温度度  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

  

現現在在のの宇宇宙宙論論でではは、、宇宇宙宙のの構構成成要要素素はは「「通通常常のの物物質質」」、、「「暗暗黒黒物物質質」」、、「「暗暗黒黒エエネネルルギギーー」」のの３３つつのの成成

分分にに大大別別ででききるるととさされれてていいまますすがが、、通通常常のの物物質質のの割割合合ははわわずずかか５５％％程程度度ででししかかなないいここととががわわかかっってていい

まますす。。ここのの結結果果、、素素粒粒子子標標準準理理論論をを超超ええるる理理論論かからら現現れれるる新新粒粒子子がが暗暗黒黒物物質質のの有有力力候候補補ととししてて考考ええらら

れれるるよよううににななりりままししたた。。現現在在、、そそのの正正体体をを解解明明すすべべくく、、理理論論・・実実験験のの両両面面かからら研研究究がが行行わわれれてていいまますす。。

ままたた、、22001155年年 99 月月ににはは世世界界初初のの重重力力波波直直接接検検出出がが達達成成さされれ、、ブブララッッククホホーールル連連星星のの存存在在がが観観測測にによよっっ

てて初初めめてて示示さされれままししたた。。以以来来、、多多くくのの重重力力波波イイベベンントトがが検検出出さされれてていいまますす。。ここののよよううにに、、宇宇宙宙にに関関すす

るる研研究究開開発発はは日日進進月月歩歩のの発発展展をを遂遂げげてておおりり、、暗暗黒黒物物質質、、重重力力波波、、ブブララッッククホホーールルにに関関すするる研研究究がが世世界界

各各国国でで活活発発にに行行わわれれてていいまますす。。  

私私ははここれれままでで、、暗暗黒黒物物質質がが重重力力波波検検出出器器にに衝衝突突ししたた際際にに生生じじるる信信号号のの考考察察、、重重力力波波ののデデーータタ解解析析、、

ブブララッッククホホーールルががままわわりりのの時時空空にに与与ええるる影影響響のの議議論論、、とといいっったた研研究究をを行行っっててききままししたた（（イイメメーージジ図図をを

下下記記にに掲掲載載））。。ままたた現現在在はは、、重重力力波波にに関関すするる研研究究をを主主にに行行いい、、一一般般相相対対性性理理論論ををははじじめめととすするる重重力力理理論論

のの検検証証やや宇宇宙宙にに関関すするる研研究究をを遂遂行行ししてていいまますす。。  

                                        

 

研研究究タタイイトトルル：：  

重力波データ解析と重力理論検証の研究 
 

氏氏名名：：      土土田田  怜怜  ／／  TTSSUUCCHHIIDDAA  SSaattoosshhii  EE--mmaaiill：：  ttssuucchhiiddaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  重重力力波波、、暗暗黒黒物物質質、、宇宇宙宙論論  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（応応用用数数学学）） 

研研究究内内容容：：    

  

  

  ググララフフ電電卓卓ややパパソソココンン，，iiPPaadd ななどどののテテククノノロロジジーーをを活活用用ししたた数数学学教教育育のの研研究究ななららびびにに教教材材開開発発をを行行っってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

レレーーザザーーカカッッタターーやや３３DD ププリリンンタタ，，３３DD ププロロッッタタななどどをを使使いい，，オオリリジジナナルルのの数数学学教教材材をを作作成成しし，，授授業業ななどどでで実実際際にに活活

用用すするる研研究究をを行行っってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

テクノロジーを用いた数学教育 

 

氏氏名名：：      中中谷谷実実伸伸／／NNAAKKAATTAANNII  MMiinnoobbuu  EE--mmaaiill：：  nnaakkaattaannii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本数数学学会会  

キキーーワワーードド：：  無無限限可可積積分分系系，，数数学学教教材材開開発発  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（応応用用数数学学）） 

研研究究内内容容：：    

  

  

  ググララフフ電電卓卓ややパパソソココンン，，iiPPaadd ななどどののテテククノノロロジジーーをを活活用用ししたた数数学学教教育育のの研研究究ななららびびにに教教材材開開発発をを行行っってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

レレーーザザーーカカッッタターーやや３３DD ププリリンンタタ，，３３DD ププロロッッタタななどどをを使使いい，，オオリリジジナナルルのの数数学学教教材材をを作作成成しし，，授授業業ななどどでで実実際際にに活活

用用すするる研研究究をを行行っってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

テクノロジーを用いた数学教育 

 

氏氏名名：：      中中谷谷実実伸伸／／NNAAKKAATTAANNII  MMiinnoobbuu  EE--mmaaiill：：  nnaakkaattaannii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本数数学学会会  

キキーーワワーードド：：  無無限限可可積積分分系系，，数数学学教教材材開開発発  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

  

  

 ググララフフ電電卓卓ななどどののテテククノノロロジジーーをを用用いいてて，，学学生生のの探探究究活活動動をを促促すす教教材材開開発発おおよよびび，，授授業業実実践践をを試試みみてていいまますす。。  

 関関数数ののググララフフでで作作成成ししたた「「関関数数ググララフフアアーートト」」のの全全国国ココンンテテスストトもも，，福福井井高高専専がが事事務務局局ととななっってて行行っってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

数数学学教教育育ににテテククノノロロジジーーをを導導入入すするるここととでで，，「「メメタタ認認知知」」ががどどののよよううにに育育成成さされれるるかか？？ままたた，，そそのの仕仕組組みみににつついいててもも  

研研究究ししてていいまますす。。  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

テクノロジーを用いた数学教育の研究 

 

氏氏名名：：      長長水水壽壽寛寛／／NNAAGGAAMMIIZZUU  TToosshhiihhiirroo  EE--mmaaiill：：  nnaaggaammiizzuu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本数数学学会会，，日日本本数数学学教教育育学学会会，，日日本本数数学学協協会会  

キキーーワワーードド：：  位位相相数数学学（（GGeenneerraall  TTooppoollooggyy）），，教教材材開開発発，，メメタタ認認知知  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室((人人文文社社会会科科学学系系)) 

研研究究内内容容：：    

哲哲学学・・倫倫理理学学のの研研究究をを行行っってていいまますす。。  

  

（（１１）） 人人間間のの本本性性やや倫倫理理にに関関すするる基基礎礎的的なな研研究究をを行行っってていいまますす。。ここれれままでで「「他他者者理理解解」」とといいうう観観点点かからら、、人人間間のの言言語語

やや思思考考のの本本性性ににつついいてて考考察察しし、、特特にに人人々々のの世世界界観観のの多多様様性性やや一一様様性性にに焦焦点点をを当当ててたた研研究究をを行行っっててききままししたた。。

今今後後ははささららにに、、  認認知知能能力力のの発発達達過過程程やや、、動動物物のの認認知知ととのの対対比比とといいっったた観観点点もも加加ええたた研研究究をを行行っってていいききまますす。。  

（（２２）） 人人間間のの本本性性やや倫倫理理にに関関すするる基基礎礎的的なな研研究究をを土土台台ととししてて、、応応用用的的なな研研究究をを同同時時にに行行っってていいまますす。。ここれれままでで倫倫理理

学学のの基基礎礎的的なな研研究究をを医医療療倫倫理理のの応応用用研研究究へへとと接接続続しし、、  

特特にに、、生生命命倫倫理理にに関関すするる研研究究をを行行いい、、  新新型型出出生生前前  

診診断断のの制制度度化化ややゲゲノノムム医医療療にに関関すするる検検討討をを行行っってて  

ききままししたた。。今今後後もも他他分分野野・・他他領領域域のの方方々々とと協協働働ししてて  

社社会会的的なな課課題題にに取取りり組組みみ、、哲哲学学倫倫理理学学のの研研究究ととししてて  

理理論論的的なな側側面面かからら課課題題のの解解決決にに取取りり組組んんででいいききまますす。。  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

言語と思考に関する哲学・倫理学的研究 

 

氏氏名名：：      中中谷谷内内  悠悠  ／／  NNAAKKAAYYAACCHHII  YYuu    EE--mmaaiill：：  nnaakkaayyaacchhii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  講講師師  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本哲哲学学会会、、日日本本科科学学哲哲学学会会、、九九州州大大学学哲哲学学会会  

キキーーワワーードド：：  哲哲学学、、倫倫理理学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室((人人文文社社会会科科学学系系)) 

研研究究内内容容：：    

哲哲学学・・倫倫理理学学のの研研究究をを行行っってていいまますす。。  

  

（（１１）） 人人間間のの本本性性やや倫倫理理にに関関すするる基基礎礎的的なな研研究究をを行行っってていいまますす。。ここれれままでで「「他他者者理理解解」」とといいうう観観点点かからら、、人人間間のの言言語語

やや思思考考のの本本性性ににつついいてて考考察察しし、、特特にに人人々々のの世世界界観観のの多多様様性性やや一一様様性性にに焦焦点点をを当当ててたた研研究究をを行行っっててききままししたた。。

今今後後ははささららにに、、  認認知知能能力力のの発発達達過過程程やや、、動動物物のの認認知知ととのの対対比比とといいっったた観観点点もも加加ええたた研研究究をを行行っってていいききまますす。。  

（（２２）） 人人間間のの本本性性やや倫倫理理にに関関すするる基基礎礎的的なな研研究究をを土土台台ととししてて、、応応用用的的なな研研究究をを同同時時にに行行っってていいまますす。。ここれれままでで倫倫理理

学学のの基基礎礎的的なな研研究究をを医医療療倫倫理理のの応応用用研研究究へへとと接接続続しし、、  

特特にに、、生生命命倫倫理理にに関関すするる研研究究をを行行いい、、  新新型型出出生生前前  

診診断断のの制制度度化化ややゲゲノノムム医医療療にに関関すするる検検討討をを行行っってて  

ききままししたた。。今今後後もも他他分分野野・・他他領領域域のの方方々々とと協協働働ししてて  

社社会会的的なな課課題題にに取取りり組組みみ、、哲哲学学倫倫理理学学のの研研究究ととししてて  

理理論論的的なな側側面面かからら課課題題のの解解決決にに取取りり組組んんででいいききまますす。。  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

言語と思考に関する哲学・倫理学的研究 

 

氏氏名名：：      中中谷谷内内  悠悠  ／／  NNAAKKAAYYAACCHHII  YYuu    EE--mmaaiill：：  nnaakkaayyaacchhii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  講講師師  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本哲哲学学会会、、日日本本科科学学哲哲学学会会、、九九州州大大学学哲哲学学会会  

キキーーワワーードド：：  哲哲学学、、倫倫理理学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系）） 

研研究究タタイイトトルル：：  

「技術英語及び英語文学を通しての地域貢献」 

 

氏氏名名：：      原原口口  治治／／HHAARRAAGGUUCCHHII  OOssaammuu  EE--mmaaiill：：  oossaammuuhh@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本英英文文学学会会，，日日本本ロロレレンンスス協協会会，，テテククスストト研研究究学学会会，，日日本本英英文文学学会会

中中部部支支部部，，日日本本高高専専学学会会  

キキーーワワーードド：：  英英語語，，イイギギリリスス文文学学，，イイギギリリスス文文化化，，技技術術英英語語  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

  

 
研研究究内内容容：：    

 
 
【【「「イインンググラランンドドららししささ」」ののイイデデオオロロギギーーににつついいてて】】    

「「イインンググラランンドドららししささ」」ののイイデデオオロロギギーーににつついいてて，，エエドドウウォォーードド朝朝文文学学をを中中心心にに研研究究ししてていいまますす。。ここれれままでで主主にに，，DD..HH..ロロ

レレンンススとと EE．．MM．．フフォォーーススタターーのの「「イインンググラランンドド人人ととししててのの意意識識((＝＝  ""EEnngglliisshhnneessss""))」」をを実実生生活活とと作作品品のの双双方方かからら研研究究しし

ててききままししたた。。ケケンンブブリリッッジジ大大学学ででのの各各種種調調査査（（平平成成１１５５年年度度文文科科省省在在外外研研究究員員・・若若手手１１２２ヶヶ月月））等等のの研研究究成成果果をを学学会会

発発表表やや論論文文等等でで公公表表ししてておおりりまますす。。平平成成２２５５年年度度はは共共著著書書のの出出版版にに向向けけててのの各各種種研研究究にに主主従従事事すするる予予定定でですす。。  

  

「「主主要要研研究究成成果果」」  

翻翻訳訳..  吉吉村村宏宏一一他他編編訳訳..  『『DD..HH..ロロレレンンスス書書簡簡集集ⅦⅦ』』..  東東京京::  松松伯伯社社,,  22001133..  

  

  

【【技技術術英英語語教教育育モモデデルル構構築築】】  

国国際際的的技技術術者者にに必必要要ととさされれるる英英語語教教育育カカリリキキュュララムムのの構構築築とと実実施施にに関関すするる研研究究をを，，本本校校専専攻攻科科英英語語教教育育をを中中心心にに

行行ななっってていいまますす。。ここれれとと並並行行ししてて，，企企業業でで必必要要ととさされれるる一一般般的的なな技技術術英英語語教教育育全全般般ににつついいててもも，，科科学学研研究究費費受受入入

のの下下，，各各種種研研究究やや実実地地調調査査をを含含めめてて，，今今後後ささららにに研研究究展展開開すするる計計画画でですす。。  

  

「「主主要要研研究究成成果果」」  

著著書書..  原原口口治治他他編編著著..  『『自自然然科科学学をを読読むむ：：過過去去・・現現在在・・未未来来――工工業業英英検検対対応応――』』..  東東京京::  朝朝日日出出版版,,  22001122..  

  

  

【【英英語語文文学学おおよよびび文文化化研研究究をを通通ししててのの地地域域貢貢献献ののあありりかかたた】】  

福福井井県県やや鯖鯖江江市市をを中中心心にに各各種種のの地地域域貢貢献献をを展展開開ししてておおりりまますす。。  

県県レレヴヴェェルルでではは，，平平成成 2255 年年度度福福井井県県大大学学連連携携リリーーググ連連携携研研究究推推進進事事業業補補助助金金受受入入のの下下でで，，今今後後研研究究展展開開すす

るる計計画画でですす。。鯖鯖江江市市ににおおいいててはは，，鯖鯖江江市市高高年年大大学学でで，，英英語語にに関関すするる新新特特別別講講座座開開講講をを中中心心にに，，地地域域貢貢献献ののあありりかか

たたににつついいてて研研究究展展開開すするる計計画画でですす。。以以上上のの実実践践的的なな地地域域貢貢献献をを多多角角的的にに考考察察しし，，今今後後，，論論文文やや口口頭頭発発表表のの形形でで，，

研研究究成成果果をを公公表表すするる予予定定でですす。。そそのの他他，，上上記記のの研研究究テテーーママ【【技技術術英英語語教教育育モモデデルル構構築築】】ももごご参参照照くくだだささいい。。  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

  

  超超伝伝導導//強強磁磁性性多多重重接接合合ににおおけけるる近近接接効効果果のの理理論論  

  

超超伝伝導導//強強磁磁性性((SS//FF))接接合合でではは，，近近接接効効果果にによよっってて SS がが ss--波波超超伝伝導導体体ににもも関関わわららずず，，FF にに 22 つつのの電電子子ののススピピンン

のの向向ききががそそろろっったたススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対がが誘誘起起さされれまますす((図図 11))。。ここここでで，，近近接接効効果果ととはは，，超超伝伝導導体体とと非非超超伝伝導導体体

のの接接合合をを作作るるとと，，超超伝伝導導体体ののククーーパパーー対対のの波波動動関関数数がが非非超超伝伝導導体体へへ染染みみ出出すす効効果果でですす。。SSFF 接接合合でで現現れれるるススピピンン

三三重重項項ククーーパパーー対対ののススピピンンををどどののよよううにに観観測測すすれればばよよいいののかか，，にに関関すするる研研究究がが注注目目さされれつつつつあありりまますす。。  

研研究究成成果果のの一一例例ととししてて，，図図..22 のの左左側側にに示示ししたた，，超超伝伝導導体体，，強強磁磁性性体体そそししてて常常磁磁性性体体のの多多重重接接合合でで，，近近接接効効果果にに

よよっってて常常伝伝導導体体中中にに誘誘起起さされれるるススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対ののススピピンンをを調調べべままししたた。。そそのの結結果果，，ススピピンン三三重重項項ククーーパパーー

対対ののススピピンンにに起起因因ししたた磁磁化化がが，，常常伝伝導導体体にに誘誘起起さされれるるここととをを明明ららかかににししままししたた((図図 22 のの右右側側))。。ここのの磁磁化化のの特特徴徴はは，，

超超伝伝導導体体間間のの位位相相差差(())にによよっってて制制御御すするるここととががででききまますす。。をを変変ええるるここととにによよっってて，，磁磁化化のの大大ききささがが変変わわるるのの

でで，，ここのの磁磁化化のの変変化化をを実実験験的的にに観観測測ででききれればば，，ススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対のの存存在在をを直直接接確確認認すするるここととががででききまますす。。

今今後後はは，，応応用用へへのの可可能能性性もも視視野野にに入入れれてて研研究究をを行行うう予予定定でですす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

スピン依存伝導現象の理論的研究 

 

氏氏名名：：      挽挽野野  真真一一／／HHIIKKIINNOO  SShhiinniicchhii  EE--mmaaiill：：  hhiikkiinnoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  超超伝伝導導，，磁磁性性，，近近接接効効果果，，ジジョョセセフフソソンン効効果果，，ススピピンン依依存存伝伝導導現現象象  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

  

  超超伝伝導導//強強磁磁性性多多重重接接合合ににおおけけるる近近接接効効果果のの理理論論  

  

超超伝伝導導//強強磁磁性性((SS//FF))接接合合でではは，，近近接接効効果果にによよっってて SS がが ss--波波超超伝伝導導体体ににもも関関わわららずず，，FF にに 22 つつのの電電子子ののススピピンン

のの向向ききががそそろろっったたススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対がが誘誘起起さされれまますす((図図 11))。。ここここでで，，近近接接効効果果ととはは，，超超伝伝導導体体とと非非超超伝伝導導体体

のの接接合合をを作作るるとと，，超超伝伝導導体体ののククーーパパーー対対のの波波動動関関数数がが非非超超伝伝導導体体へへ染染みみ出出すす効効果果でですす。。SSFF 接接合合でで現現れれるるススピピンン

三三重重項項ククーーパパーー対対ののススピピンンををどどののよよううにに観観測測すすれればばよよいいののかか，，にに関関すするる研研究究がが注注目目さされれつつつつあありりまますす。。  

研研究究成成果果のの一一例例ととししてて，，図図..22 のの左左側側にに示示ししたた，，超超伝伝導導体体，，強強磁磁性性体体そそししてて常常磁磁性性体体のの多多重重接接合合でで，，近近接接効効果果にに

よよっってて常常伝伝導導体体中中にに誘誘起起さされれるるススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対ののススピピンンをを調調べべままししたた。。そそのの結結果果，，ススピピンン三三重重項項ククーーパパーー

対対ののススピピンンにに起起因因ししたた磁磁化化がが，，常常伝伝導導体体にに誘誘起起さされれるるここととをを明明ららかかににししままししたた((図図 22 のの右右側側))。。ここのの磁磁化化のの特特徴徴はは，，

超超伝伝導導体体間間のの位位相相差差((θθ  ))にによよっってて制制御御すするるここととががででききまますす。。θθ  をを変変ええるるここととにによよっってて，，磁磁化化のの大大ききささがが変変わわるるののでで，，

ここのの磁磁化化のの変変化化をを実実験験的的にに観観測測ででききれればば，，ススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対のの存存在在をを直直接接確確認認すするるここととががででききまますす。。今今後後

はは，，応応用用へへのの可可能能性性もも視視野野にに入入れれてて研研究究をを行行うう予予定定でですす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

スピン依存伝導現象の理論的研究 

 

氏氏名名：：      挽挽野野  真真一一／／HHIIKKIINNOO  SShhiinniicchhii  EE--mmaaiill：：  hhiikkiinnoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  超超伝伝導導，，磁磁性性，，近近接接効効果果，，ジジョョセセフフソソンン効効果果，，ススピピンン依依存存伝伝導導現現象象  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

  

  超超伝伝導導//強強磁磁性性多多重重接接合合ににおおけけるる近近接接効効果果のの理理論論  

  

超超伝伝導導//強強磁磁性性((SS//FF))接接合合でではは，，近近接接効効果果にによよっってて SS がが ss--波波超超伝伝導導体体ににもも関関わわららずず，，FF にに 22 つつのの電電子子ののススピピンン

のの向向ききががそそろろっったたススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対がが誘誘起起さされれまますす((図図 11))。。ここここでで，，近近接接効効果果ととはは，，超超伝伝導導体体とと非非超超伝伝導導体体

のの接接合合をを作作るるとと，，超超伝伝導導体体ののククーーパパーー対対のの波波動動関関数数がが非非超超伝伝導導体体へへ染染みみ出出すす効効果果でですす。。SSFF 接接合合でで現現れれるるススピピンン

三三重重項項ククーーパパーー対対ののススピピンンををどどののよよううにに観観測測すすれればばよよいいののかか，，にに関関すするる研研究究がが注注目目さされれつつつつあありりまますす。。  

研研究究成成果果のの一一例例ととししてて，，図図..22 のの左左側側にに示示ししたた，，超超伝伝導導体体，，強強磁磁性性体体そそししてて常常磁磁性性体体のの多多重重接接合合でで，，近近接接効効果果にに

よよっってて常常伝伝導導体体中中にに誘誘起起さされれるるススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対ののススピピンンをを調調べべままししたた。。そそのの結結果果，，ススピピンン三三重重項項ククーーパパーー

対対ののススピピンンにに起起因因ししたた磁磁化化がが，，常常伝伝導導体体にに誘誘起起さされれるるここととをを明明ららかかににししままししたた((図図 22 のの右右側側))。。ここのの磁磁化化のの特特徴徴はは，，

超超伝伝導導体体間間のの位位相相差差(())にによよっってて制制御御すするるここととががででききまますす。。をを変変ええるるここととにによよっってて，，磁磁化化のの大大ききささがが変変わわるるのの

でで，，ここのの磁磁化化のの変変化化をを実実験験的的にに観観測測ででききれればば，，ススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対のの存存在在をを直直接接確確認認すするるここととががででききまますす。。

今今後後はは，，応応用用へへのの可可能能性性もも視視野野にに入入れれてて研研究究をを行行うう予予定定でですす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

スピン依存伝導現象の理論的研究 

 

氏氏名名：：      挽挽野野  真真一一／／HHIIKKIINNOO  SShhiinniicchhii  EE--mmaaiill：：  hhiikkiinnoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  超超伝伝導導，，磁磁性性，，近近接接効効果果，，ジジョョセセフフソソンン効効果果，，ススピピンン依依存存伝伝導導現現象象  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系）） 

研研究究タタイイトトルル：：  

教師による実践研究法の探求 

 

氏氏名名：：      藤藤田田  卓卓郎郎／／FFUUJJIITTAA  TTaakkuurroo  EE--mmaaiill：：  tt--ffuujjiittaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  MMAA  iinn  TTEEFFLL  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
全全国国英英語語教教育育学学会会，，外外国国語語教教育育メメデディィアア学学会会,,  全全国国語語学学教教育育学学会会,,    

中中部部地地区区英英語語教教育育学学会会  

キキーーワワーードド：：  外外国国語語教教育育研研究究，，タタススクク・・ベベーーススのの言言語語指指導導，，実実践践研研究究法法  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

  【【英英語語ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの育育成成】】  

英英語語にによよるるココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの育育成成やや，，ココミミュュニニケケーーシショョンンへへのの動動機機づづけけをを促促進進すするる指指導導法法をを研研究究ししてていいまま

すす。。特特にに，，タタススククとと呼呼ばばれれるるココミミュュニニケケーーシショョンン活活動動をを用用いいたた言言語語指指導導（（TTaasskk--BBaasseedd  LLaanngguuaaggee  TTeeaacchhiinngg））ににつついいてて

研研究究ししてていいまますす。。ココミミュュニニケケーーシショョンンをを活活性性化化すするるタタススククのの作作成成方方法法やや指指導導方方法法にに関関心心ががあありりまますす。。ここれれままででににはは，，

ススピピーーキキンンググタタススククをを行行うう前前のの事事前前準準備備時時間間（（pprree--ttaasskk  ppllaannnniinngg  ttiimmee））ややタタススククのの繰繰りり返返しし（（ttaasskk  rreeppeettiittiioonn））がが学学習習

者者のの発発話話のの流流暢暢ささ，，複複雑雑ささ，，正正確確ささにに及及ぼぼすす影影響響ににつついいてて研研究究報報告告をを行行っってていいまますす。。  

  

【【英英語語教教師師にによよるる実実践践研研究究法法】】  

英英語語教教師師がが自自身身のの指指導導文文脈脈ににおおいいてて行行うう，，実実践践研研究究（（pprraaccttiittiioonneerr  rreesseeaarrcchh））のの方方法法ににつついいてて研研究究ししてていいまますす。。

具具体体的的ににはは，，アアククシショョンン・・リリササーーチチ（（aaccttiioonn  rreesseeaarrcchh）），，探探究究的的実実践践（（eexxpplloorraattoorryy  pprraaccttiiccee）），，反反省省的的実実践践（（rreefflleeccttiivvee  

pprraaccttiiccee））ののアアププロローーチチをを用用いいたた実実践践研研究究法法にに関関心心ががあありりまますす。。教教室室内内ででのの教教育育実実践践かからら理理論論をを生生成成すするる方方法法やや，，

理理論論とと実実践践をを融融合合ささせせるるたためめのの方方法法をを研研究究ししてていいまますす。。ここれれままででににはは，，IICCTT ややタタススククをを用用いいたた言言語語指指導導ににつついいてて，，

アアククシショョンン・・リリササーーチチやや探探究究的的実実践践のの枠枠組組みみをを用用いいたた実実践践研研究究をを報報告告ししてていいまますす。。ままたた，，実実践践研研究究にに関関すするるワワーークク

シショョッッププ・・講講演演をを行行っったたりり，，研研究究法法にに関関すするる書書籍籍をを出出版版ししたたりりししてていいまますす。。  

  

著著書書  

 浦浦野野研研・・亘亘理理陽陽一一・・田田中中武武夫夫・・藤藤田田卓卓郎郎・・髙髙木木亜亜希希子子・・酒酒井井英英樹樹  ((22001166))..  『『ははじじめめててのの英英語語教教育育研研究究：：押押ささ

ええてておおききたたいいココツツととポポイインントト』』  研研究究社社..  

 田田中中武武夫夫・・髙髙木木亜亜希希子子・・藤藤田田卓卓郎郎・・滝滝沢沢雄雄一一・・酒酒井井英英樹樹  ((22001199))..  『『英英語語教教師師ののたためめのの「「実実践践研研究究」」ガガイイドドブブ

ッックク』』  大大修修館館書書店店..  

  

ワワーーククシショョッッププ・・講講演演  

 中中部部地地区区英英語語教教育育学学会会研研究究法法セセミミナナーー  

 関関西西英英語語教教育育学学会会第第 3355 回回 KKEELLEESS セセミミナナーー  

 関関西西英英語語教教育育学学会会 22001199 年年度度（（第第 2244 回回））研研究究大大会会セセミミナナーー  

 外外国国語語教教育育メメデディィアア学学会会（（LLEETT））第第 6600 回回全全国国研研究究大大会会ワワーーククシショョッッププ    
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

  

  超超伝伝導導//強強磁磁性性多多重重接接合合ににおおけけるる近近接接効効果果のの理理論論  

  

超超伝伝導導//強強磁磁性性((SS//FF))接接合合でではは，，近近接接効効果果にによよっってて SS がが ss--波波超超伝伝導導体体ににもも関関わわららずず，，FF にに 22 つつのの電電子子ののススピピンン

のの向向ききががそそろろっったたススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対がが誘誘起起さされれまますす((図図 11))。。ここここでで，，近近接接効効果果ととはは，，超超伝伝導導体体とと非非超超伝伝導導体体

のの接接合合をを作作るるとと，，超超伝伝導導体体ののククーーパパーー対対のの波波動動関関数数がが非非超超伝伝導導体体へへ染染みみ出出すす効効果果でですす。。SSFF 接接合合でで現現れれるるススピピンン

三三重重項項ククーーパパーー対対ののススピピンンををどどののよよううにに観観測測すすれればばよよいいののかか，，にに関関すするる研研究究がが注注目目さされれつつつつあありりまますす。。  

研研究究成成果果のの一一例例ととししてて，，図図..22 のの左左側側にに示示ししたた，，超超伝伝導導体体，，強強磁磁性性体体そそししてて常常磁磁性性体体のの多多重重接接合合でで，，近近接接効効果果にに

よよっってて常常伝伝導導体体中中にに誘誘起起さされれるるススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対ののススピピンンをを調調べべままししたた。。そそのの結結果果，，ススピピンン三三重重項項ククーーパパーー

対対ののススピピンンにに起起因因ししたた磁磁化化がが，，常常伝伝導導体体にに誘誘起起さされれるるここととをを明明ららかかににししままししたた((図図 22 のの右右側側))。。ここのの磁磁化化のの特特徴徴はは，，

超超伝伝導導体体間間のの位位相相差差((θθ  ))にによよっってて制制御御すするるここととががででききまますす。。θθ  をを変変ええるるここととにによよっってて，，磁磁化化のの大大ききささがが変変わわるるののでで，，

ここのの磁磁化化のの変変化化をを実実験験的的にに観観測測ででききれればば，，ススピピンン三三重重項項ククーーパパーー対対のの存存在在をを直直接接確確認認すするるここととががででききまますす。。今今後後

はは，，応応用用へへのの可可能能性性もも視視野野にに入入れれてて研研究究をを行行うう予予定定でですす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

スピン依存伝導現象の理論的研究 

 

氏氏名名：：      挽挽野野  真真一一／／HHIIKKIINNOO  SShhiinniicchhii  EE--mmaaiill：：  hhiikkiinnoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  超超伝伝導導，，磁磁性性，，近近接接効効果果，，ジジョョセセフフソソンン効効果果，，ススピピンン依依存存伝伝導導現現象象  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系）） 

研研究究タタイイトトルル：：  

教師による実践研究法の探求 

 

氏氏名名：：      藤藤田田  卓卓郎郎／／FFUUJJIITTAA  TTaakkuurroo  EE--mmaaiill：：  tt--ffuujjiittaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  MMAA  iinn  TTEEFFLL  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
全全国国英英語語教教育育学学会会，，外外国国語語教教育育メメデディィアア学学会会,,  全全国国語語学学教教育育学学会会,,    

中中部部地地区区英英語語教教育育学学会会  

キキーーワワーードド：：  外外国国語語教教育育研研究究，，タタススクク・・ベベーーススのの言言語語指指導導，，実実践践研研究究法法  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

  【【英英語語ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの育育成成】】  

英英語語にによよるるココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの育育成成やや，，ココミミュュニニケケーーシショョンンへへのの動動機機づづけけをを促促進進すするる指指導導法法をを研研究究ししてていいまま

すす。。特特にに，，タタススククとと呼呼ばばれれるるココミミュュニニケケーーシショョンン活活動動をを用用いいたた言言語語指指導導（（TTaasskk--BBaasseedd  LLaanngguuaaggee  TTeeaacchhiinngg））ににつついいてて

研研究究ししてていいまますす。。ココミミュュニニケケーーシショョンンをを活活性性化化すするるタタススククのの作作成成方方法法やや指指導導方方法法にに関関心心ががあありりまますす。。ここれれままででににはは，，

ススピピーーキキンンググタタススククをを行行うう前前のの事事前前準準備備時時間間（（pprree--ttaasskk  ppllaannnniinngg  ttiimmee））ややタタススククのの繰繰りり返返しし（（ttaasskk  rreeppeettiittiioonn））がが学学習習

者者のの発発話話のの流流暢暢ささ，，複複雑雑ささ，，正正確確ささにに及及ぼぼすす影影響響ににつついいてて研研究究報報告告をを行行っってていいまますす。。  

  

【【英英語語教教師師にによよるる実実践践研研究究法法】】  

英英語語教教師師がが自自身身のの指指導導文文脈脈ににおおいいてて行行うう，，実実践践研研究究（（pprraaccttiittiioonneerr  rreesseeaarrcchh））のの方方法法ににつついいてて研研究究ししてていいまますす。。

具具体体的的ににはは，，アアククシショョンン・・リリササーーチチ（（aaccttiioonn  rreesseeaarrcchh）），，探探究究的的実実践践（（eexxpplloorraattoorryy  pprraaccttiiccee）），，反反省省的的実実践践（（rreefflleeccttiivvee  

pprraaccttiiccee））ののアアププロローーチチをを用用いいたた実実践践研研究究法法にに関関心心ががあありりまますす。。教教室室内内ででのの教教育育実実践践かからら理理論論をを生生成成すするる方方法法やや，，

理理論論とと実実践践をを融融合合ささせせるるたためめのの方方法法をを研研究究ししてていいまますす。。ここれれままででににはは，，IICCTT ややタタススククをを用用いいたた言言語語指指導導ににつついいてて，，

アアククシショョンン・・リリササーーチチやや探探究究的的実実践践のの枠枠組組みみをを用用いいたた実実践践研研究究をを報報告告ししてていいまますす。。ままたた，，実実践践研研究究にに関関すするるワワーークク

シショョッッププ・・講講演演をを行行っったたりり，，研研究究法法にに関関すするる書書籍籍をを出出版版ししたたりりししてていいまますす。。  

  

著著書書  

• 浦浦野野研研・・亘亘理理陽陽一一・・田田中中武武夫夫・・藤藤田田卓卓郎郎・・髙髙木木亜亜希希子子・・酒酒井井英英樹樹  ((22001166))..  『『ははじじめめててのの英英語語教教育育研研究究：：押押ささ

ええてておおききたたいいココツツととポポイインントト』』  研研究究社社..  

• 田田中中武武夫夫・・髙髙木木亜亜希希子子・・藤藤田田卓卓郎郎・・滝滝沢沢雄雄一一・・酒酒井井英英樹樹  ((22001199))..  『『英英語語教教師師ののたためめのの「「実実践践研研究究」」ガガイイドドブブ

ッックク』』  大大修修館館書書店店..  

  

ワワーーククシショョッッププ・・講講演演  

• 中中部部地地区区英英語語教教育育学学会会研研究究法法セセミミナナーー  

• 関関西西英英語語教教育育学学会会第第 3355 回回 KKEELLEESS セセミミナナーー  

• 関関西西英英語語教教育育学学会会 22001199 年年度度（（第第 2244 回回））研研究究大大会会セセミミナナーー  

• 外外国国語語教教育育メメデディィアア学学会会（（LLEETT））第第 6600 回回全全国国研研究究大大会会ワワーーククシショョッッププ    
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系）） 

研研究究タタイイトトルル：：  

教師による実践研究法の探求 

 

氏氏名名：：      藤藤田田  卓卓郎郎／／FFUUJJIITTAA  TTaakkuurroo  EE--mmaaiill：：  tt--ffuujjiittaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  MMAA  iinn  TTEEFFLL  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
全全国国英英語語教教育育学学会会，，外外国国語語教教育育メメデディィアア学学会会,,  全全国国語語学学教教育育学学会会,,    

中中部部地地区区英英語語教教育育学学会会  

キキーーワワーードド：：  外外国国語語教教育育研研究究，，タタススクク・・ベベーーススのの言言語語指指導導，，実実践践研研究究法法  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

  【【英英語語ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの育育成成】】  

英英語語にによよるるココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの育育成成やや，，ココミミュュニニケケーーシショョンンへへのの動動機機づづけけをを促促進進すするる指指導導法法をを研研究究ししてていいまま

すす。。特特にに，，タタススククとと呼呼ばばれれるるココミミュュニニケケーーシショョンン活活動動をを用用いいたた言言語語指指導導（（TTaasskk--BBaasseedd  LLaanngguuaaggee  TTeeaacchhiinngg））ににつついいてて

研研究究ししてていいまますす。。ココミミュュニニケケーーシショョンンをを活活性性化化すするるタタススククのの作作成成方方法法やや指指導導方方法法にに関関心心ががあありりまますす。。ここれれままででににはは，，

ススピピーーキキンンググタタススククをを行行うう前前のの事事前前準準備備時時間間（（pprree--ttaasskk  ppllaannnniinngg  ttiimmee））ややタタススククのの繰繰りり返返しし（（ttaasskk  rreeppeettiittiioonn））がが学学習習

者者のの発発話話のの流流暢暢ささ，，複複雑雑ささ，，正正確確ささにに及及ぼぼすす影影響響ににつついいてて研研究究報報告告をを行行っってていいまますす。。  

  

【【英英語語教教師師にによよるる実実践践研研究究法法】】  

英英語語教教師師がが自自身身のの指指導導文文脈脈ににおおいいてて行行うう，，実実践践研研究究（（pprraaccttiittiioonneerr  rreesseeaarrcchh））のの方方法法ににつついいてて研研究究ししてていいまますす。。

具具体体的的ににはは，，アアククシショョンン・・リリササーーチチ（（aaccttiioonn  rreesseeaarrcchh）），，探探究究的的実実践践（（eexxpplloorraattoorryy  pprraaccttiiccee）），，反反省省的的実実践践（（rreefflleeccttiivvee  

pprraaccttiiccee））ののアアププロローーチチをを用用いいたた実実践践研研究究法法にに関関心心ががあありりまますす。。教教室室内内ででのの教教育育実実践践かからら理理論論をを生生成成すするる方方法法やや，，

理理論論とと実実践践をを融融合合ささせせるるたためめのの方方法法をを研研究究ししてていいまますす。。ここれれままででににはは，，IICCTT ややタタススククをを用用いいたた言言語語指指導導ににつついいてて，，

アアククシショョンン・・リリササーーチチやや探探究究的的実実践践のの枠枠組組みみをを用用いいたた実実践践研研究究をを報報告告ししてていいまますす。。ままたた，，実実践践研研究究にに関関すするるワワーークク

シショョッッププ・・講講演演をを行行っったたりり，，研研究究法法にに関関すするる書書籍籍をを出出版版ししたたりりししてていいまますす。。  

  

著著書書  

• 浦浦野野研研・・亘亘理理陽陽一一・・田田中中武武夫夫・・藤藤田田卓卓郎郎・・髙髙木木亜亜希希子子・・酒酒井井英英樹樹  ((22001166))..  『『ははじじめめててのの英英語語教教育育研研究究：：押押ささ

ええてておおききたたいいココツツととポポイインントト』』  研研究究社社..  

• 田田中中武武夫夫・・髙髙木木亜亜希希子子・・藤藤田田卓卓郎郎・・滝滝沢沢雄雄一一・・酒酒井井英英樹樹  ((22001199))..  『『英英語語教教師師ののたためめのの「「実実践践研研究究」」ガガイイドドブブ

ッックク』』  大大修修館館書書店店..  

  

ワワーーククシショョッッププ・・講講演演  

• 中中部部地地区区英英語語教教育育学学会会研研究究法法セセミミナナーー  

• 関関西西英英語語教教育育学学会会第第 3355 回回 KKEELLEESS セセミミナナーー  

• 関関西西英英語語教教育育学学会会 22001199 年年度度（（第第 2244 回回））研研究究大大会会セセミミナナーー  

• 外外国国語語教教育育メメデディィアア学学会会（（LLEETT））第第 6600 回回全全国国研研究究大大会会ワワーーククシショョッッププ    
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

 
 
国国際際ササミミッットトににおおいいててSSDDGGｓｓがが採採択択さされれててかからら、、CCOO22削削減減をを目目標標ににししたた様様々々なな取取りり組組みみがが、、企企業業やや研研究究機機関関でで行行

わわれれてていいまますす。。そそののよよううなな中中、、ククリリーーンンななエエネネルルギギーーととししてて光光エエネネルルギギーーもも注注目目をを集集めめてておおりり、、特特にに光光をを用用いいたた化化学学

反反応応のの研研究究がが盛盛んんにに行行わわれれてていいまますす。。  

  

  

●●理理科科教教材材研研究究  

ここれれままででのの光光ににつついいててのの学学生生実実験験はは、、反反射射やや屈屈折折ののよよううなな光光のの性性質質ややソソーーララーーパパネネルルをを利利用用ししたた実実験験でであありり、、

教教育育課課程程ににおおいいててもも光光をを用用いいたた化化学学反反応応はは含含ままれれてていいまませせんんででししたた。。ししかかしし、、近近年年、、上上記記でで述述べべたたよよううにに、、光光をを用用

いいたた化化学学反反応応はは世世界界的的にに研研究究がが行行わわれれてていいるるたためめ、、今今後後よよりり一一層層必必要要ににななるる分分野野だだとと考考ええらられれまますす。。そそここでで、、光光

をを用用いいたた化化学学反反応応にに関関ししてて学学生生がが理理解解をを深深めめるるたためめのの教教育育教教材材のの開開発発をを目目指指ししてていいまますす。。  

  

  

●●光光やや電電気気をを用用いいたた化化学学反反応応のの研研究究  

光光エエネネルルギギーーをを用用いいたた化化学学反反応応でではは穏穏ややかかなな条条件件下下（（室室温温ななどど））でで、、熱熱反反応応でではは生生成成ででききなないい生生成成物物をを新新たたなな反反

応応機機構構でで生生成成すするるここととががででききまますす。。そそののよよううなな光光化化学学反反応応でではは、、反反応応のの効効率率をを向向上上ささせせるる為為にに光光触触媒媒

（（PPhhoottooccaattaallyyssttss））がが用用いいらられれ、、IIrr やや RRuu ののよよううなな遷遷移移金金属属触触媒媒やや福福住住触触媒媒ののよよううなな有有機機光光触触媒媒がが知知らられれてていいまますす。。  

特特にに、、金金属属をを用用いいずず、、穏穏ややかかなな条条件件下下でで反反応応がが進進行行すするる新新たたなな有有機機光光触触媒媒のの合合成成やや、、そそれれをを用用いいたた光光反反応応をを

研研究究すするるここととががテテーーママととななっってていいまますす。。ままたた、、今今後後、、光光だだけけででななくく電電気気もも用用いいたた化化学学反反応応のの研研究究ににもも取取りり組組んんででいいきき

まますす。。  
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研研究究タタイイトトルル：：  

光触媒の合成及び光反応 
 

氏氏名名：：      古古谷谷  峻峻熙熙／／FFUURRUUTTAANNII  TToosshhiikkii  EE--mmaaiill：：  tt--ffuurruuttaannii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  修修士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  有有機機合合成成、、有有機機光光反反応応、、  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・光光反反応応にに関関すするるごご相相談談  

・・発発泡泡充充填填材材、、接接着着剤剤にに関関すするるごご相相談談  

・・CCAAEE モモデデリリンンググにに関関すするるごご相相談談  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

 
 
国国際際ササミミッットトににおおいいててSSDDGGｓｓがが採採択択さされれててかからら、、CCOO22削削減減をを目目標標ににししたた様様々々なな取取りり組組みみがが、、企企業業やや研研究究機機関関でで行行

わわれれてていいまますす。。そそののよよううなな中中、、ククリリーーンンななエエネネルルギギーーととししてて光光エエネネルルギギーーもも注注目目をを集集めめてておおりり、、特特にに光光をを用用いいたた化化学学

反反応応のの研研究究がが盛盛んんにに行行わわれれてていいまますす。。  

  

  

●●理理科科教教材材研研究究  

ここれれままででのの光光ににつついいててのの学学生生実実験験はは、、反反射射やや屈屈折折ののよよううなな光光のの性性質質ややソソーーララーーパパネネルルをを利利用用ししたた実実験験でであありり、、

教教育育課課程程ににおおいいててもも光光をを用用いいたた化化学学反反応応はは含含ままれれてていいまませせんんででししたた。。ししかかしし、、近近年年、、上上記記でで述述べべたたよよううにに、、光光をを用用

いいたた化化学学反反応応はは世世界界的的にに研研究究がが行行わわれれてていいるるたためめ、、今今後後よよりり一一層層必必要要ににななるる分分野野だだとと考考ええらられれまますす。。そそここでで、、光光

をを用用いいたた化化学学反反応応にに関関ししてて学学生生がが理理解解をを深深めめるるたためめのの教教育育教教材材のの開開発発をを目目指指ししてていいまますす。。  

  

  

●●光光やや電電気気をを用用いいたた化化学学反反応応のの研研究究  

光光エエネネルルギギーーをを用用いいたた化化学学反反応応でではは穏穏ややかかなな条条件件下下（（室室温温ななどど））でで、、熱熱反反応応でではは生生成成ででききなないい生生成成物物をを新新たたなな反反

応応機機構構でで生生成成すするるここととががででききまますす。。そそののよよううなな光光化化学学反反応応でではは、、反反応応のの効効率率をを向向上上ささせせるる為為にに光光触触媒媒

（（PPhhoottooccaattaallyyssttss））がが用用いいらられれ、、IIrr やや RRuu ののよよううなな遷遷移移金金属属触触媒媒やや福福住住触触媒媒ののよよううなな有有機機光光触触媒媒がが知知らられれてていいまますす。。  

特特にに、、金金属属をを用用いいずず、、穏穏ややかかなな条条件件下下でで反反応応がが進進行行すするる新新たたなな有有機機光光触触媒媒のの合合成成やや、、そそれれをを用用いいたた光光反反応応をを

研研究究すするるここととががテテーーママととななっってていいまますす。。ままたた、、今今後後、、光光だだけけででななくく電電気気もも用用いいたた化化学学反反応応のの研研究究ににもも取取りり組組んんででいいきき

まますす。。  
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研研究究タタイイトトルル：：  

光触媒の合成及び光反応 
 

氏氏名名：：      古古谷谷  峻峻熙熙／／FFUURRUUTTAANNII  TToosshhiikkii  EE--mmaaiill：：  tt--ffuurruuttaannii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  修修士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  有有機機合合成成、、有有機機光光反反応応、、  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・光光反反応応にに関関すするるごご相相談談  

・・発発泡泡充充填填材材、、接接着着剤剤にに関関すするるごご相相談談  

・・CCAAEE モモデデリリンンググにに関関すするるごご相相談談  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究タタイイトトルル：：  

足関節ブレースの効果と動作への影響 

 

氏氏名名：：      松松井井一一洋洋／／MMAATTSSUUII  KKaazzuuhhiirroo  EE--mmaaiill：：  mmaattssuuii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  修修士士（（教教育育学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本体体育育学学会会，，日日本本ババイイオオメメカカニニククスス学学会会  

キキーーワワーードド：：  足足関関節節ブブレレーースス，，動動作作解解析析  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

  

  足足関関節節捻捻挫挫のの予予防防，，再再発発防防止止をを目目的的ととししてて使使用用さされれるる足足関関節節ブブレレーーススはは，，自自分分でで着着脱脱すするるここととががでできき，，繰繰りり返返しし

使使用用すするるここととがが可可能能でですす。。そそののブブレレーーススがが動動作作にに対対ししててどどれれだだけけのの抵抵抗抗力力（（モモーーメメンントト））をを発発揮揮ししてていいるるののかか，，動動作作

ととブブレレーースス装装着着にによよっってて受受けけるる力力がが膝膝関関節節ななどどににどどののよよううなな変変化化をを与与ええるるののかかににつついいてて研研究究ししてていいまますす。。  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室((人人文文社社会会科科学学系系)) 

研研究究内内容容：：    

  筒筒井井康康隆隆（（11993344--））はは、、星星新新一一やや小小松松左左京京ななどどとと並並びび「「SSFF第第一一世世代代」」とと称称さされれ、、日日本本ののSSFF界界をを牽牽引引ししたた作作家家でですす。。

パパロロデディィややススララッッププスステティィッッククなな笑笑いいをを得得意意ととしし、、初初期期ににははナナンンセセンンススなな SSFF 作作品品をを発発表表ししままししたた。。ままたた、、11997700 年年代代よよ

りりメメタタフフィィククシショョンンのの手手法法をを用用いいたた前前衛衛的的なな作作品品をを発発表表しし、、SSFF とと純純文文学学ととのの境境界界をを越越ええるるよよううなな実実験験作作をを多多くく創創作作しし

ままししたた。。「「虚虚人人たたちち」」がが第第 99 回回泉泉鏡鏡花花文文学学賞賞（（11998811 年年））、、「「夢夢のの木木坂坂分分岐岐点点」」がが第第 2233 回回谷谷崎崎潤潤一一郎郎賞賞（（11998877 年年））、、「「ヨヨ

ッッパパ谷谷へへのの降降下下」」がが第第 1166 回回川川端端康康成成文文学学賞賞（（11998899 年年））、、「「朝朝ののガガススパパーールル」」がが第第 1133 回回日日本本 SSFF 大大賞賞（（11999922 年年））、、

「「わわたたししののググラランンパパ」」がが第第 5511 回回読読売売文文学学賞賞（（22000000 年年））、、「「モモナナドドのの領領域域」」がが第第 5588 回回毎毎日日芸芸術術賞賞（（22001177 年年））をを受受賞賞しし、、

芸芸術術文文化化勲勲章章シシュュヴヴァァリリエエ（（11999977 年年））、、紫紫綬綬褒褒章章（（22000022 年年））、、日日本本芸芸術術院院賞賞・・恩恩賜賜賞賞（（22002222 年年））ななどどのの功功績績をを残残すす、、

現現代代日日本本をを代代表表すするる作作家家でですす。。  

  

【【研研究究視視点点①①】】筒筒井井康康隆隆とと「「疑疑似似イイベベンントト」」思思想想ととのの関関連連  

「「疑疑似似イイベベンントト」」思思想想ととはは、、アアメメリリカカのの文文明明史史家家 DD..  JJ..  BBoooorrssttiinn にによよっってて提提唱唱さされれたた概概念念でですす。。11996622 年年当当時時ののママススメメ

デディィアアにによよっってて「「合合成成的的なな新新奇奇なな出出来来事事がが社社会会にに充充満満ししてていいるる」」状状態態ののここととをを指指しし、、ママススメメデディィアアがが事事件件をを誇誇張張ししてて

報報じじ、、社社会会のの関関心心をを集集めめるる様様子子をを定定義義づづけけままししたた。。筒筒井井はは BBoooorrssttiinn のの書書『『TThhee  IImmaaggee::  AA  GGuuiiddee  ttoo  PPsseeuuddoo--EEvveennttss  

iinn  AAmmeerriiccaa』』（（11996622 年年））にに影影響響をを受受けけ、、作作品品創創作作にに取取りり入入れれままししたた。。そそのの結結果果、、ママススメメデディィアアのの過過激激なな報報道道にによよっってて

戦戦争争がが扇扇動動さされれてていいくく、、「「東東海海道道戦戦争争」」、、「「4488 億億のの妄妄想想」」、、「「ベベトトナナムム観観光光公公社社」」ななどどのの戦戦争争 SSFF 作作品品がが創創作作さされれまましし

たた。。  

私私ははここれれままででににここのの 33 作作ににつついいてて詳詳細細なな作作品品分分析析とと、、同同時時代代ココンンテテククスストトのの調調査査をを行行いい、、研研究究成成果果ととししてて口口頭頭発発表表

のの実実施施やや学学術術論論文文のの執執筆筆をを行行っっててききままししたた。。ここれれにによよりり、、筒筒井井がが SSFF とといいうう虚虚構構のの言言説説空空間間をを利利用用ししてて、、当当時時のの社社

会会をを風風刺刺ししてていいるるここととをを明明ららかかににししままししたた。。ままたた、、同同時時代代のの新新聞聞やや雑雑誌誌のの記記事事をを多多数数引引用用すするるここととにによよりり、、当当時時のの

社社会会状状況況とと筒筒井井作作品品ととのの関関係係性性もも究究明明ししてていいまますす。。  

  

【【研研究究視視点点②②】】筒筒井井康康隆隆とと「「内内宇宇宙宙」」思思想想ととのの関関連連  

「「内内宇宇宙宙」」思思想想ととはは、、イイギギリリススのの SSFF 作作家家 JJ..  GG..  BBaallllaarrdd がが提提唱唱ししたた、、宇宇宙宙空空間間やや未未来来のの科科学学技技術術をを主主題題ととすするる従従来来

のの SSFF のの限限界界をを超超克克ししよよううととししたた新新たたなな SSFF のの理理論論でですす。。そそのの空空間間はは、、11996688 年年にに「「人人間間精精神神のの内内部部をを表表すす空空間間」」ととしし

てて表表さされれ、、初初めめてて人人間間のの無無意意識識のの領領域域がが SSFF のの主主題題ととししてて扱扱わわれれままししたた。。筒筒井井はは逸逸早早くくここのの「「内内宇宇宙宙」」思思想想をを日日本本

にに紹紹介介しし、、作作品品創創作作にに取取りり入入れれままししたた。。そそのの結結果果、、主主人人公公のの「「内内宇宇宙宙」」のの空空間間がが綿綿密密にに描描かかれれるる、、「「脱脱走走とと追追跡跡のの

ササンンババ」」、、「「虚虚人人たたちち」」、、「「夢夢のの木木坂坂分分岐岐点点」」ななどどのの作作品品がが生生みみ出出さされれままししたた。。  

私私ははここれれままででににここのの 33 作作ににつついいててもも研研究究をを行行っっててききままししたた。。従従来来のの小小説説ににははなないい斬斬新新なな表表現現技技法法ににののみみ注注目目さされれ

ててききたた 33 作作でですすがが、、私私はは語語らられれるる物物語語のの内内容容ににもも着着目目しし、、文文学学的的主主題題にに迫迫りりままししたた。。そそれれはは、、主主人人公公のの精精神神世世界界とと

いいうう「「内内宇宇宙宙」」をを表表現現すするるここととのの必必要要性性でであありり、、物物語語内内容容にに注注目目すするるここととにによよりり初初めめてて明明文文化化すするるここととががででききままししたた。。

特特にに「「夢夢のの木木坂坂分分岐岐点点」」にに関関すするる学学術術論論文文はは、、学学術術書書のの中中でで引引用用・・紹紹介介さされれたた実実績績ががあありり、、学学界界にに深深いい影影響響をを及及

ぼぼししてていいまますす。。  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

1960 年代～80 年代筒井康隆作品研究 

 

氏氏名名：：      松松山山  哲哲士士／／MMAATTSSUUYYAAMMAA  SSaattoosshhii  EE--mmaaiill：：  mmttyymmssttss@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本近近代代文文学学会会、、昭昭和和文文学学会会、、阪阪神神近近代代文文学学会会、、関関西西大大学学国国文文学学会会  

キキーーワワーードド：：  日日本本近近現現代代文文学学、、筒筒井井康康隆隆文文学学、、日日本本 SSFF 文文学学、、戦戦争争文文学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・同同時時代代ココンンテテククスストトをを考考慮慮ししたた文文学学作作品品のの精精読読のの方方法法  

・・新新聞聞、、雑雑誌誌のの記記事事やや、、研研究究論論文文ななどど、、デデーータタベベーーススをを用用いいたた資資料料のの調調査査方方法法  

・・著著書書目目録録やや作作家家のの事事典典項項目目のの作作成成方方法法  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室((人人文文社社会会科科学学系系)) 

研研究究内内容容：：    

  筒筒井井康康隆隆（（11993344--））はは、、星星新新一一やや小小松松左左京京ななどどとと並並びび「「SSFF第第一一世世代代」」とと称称さされれ、、日日本本ののSSFF界界をを牽牽引引ししたた作作家家でですす。。

パパロロデディィややススララッッププスステティィッッククなな笑笑いいをを得得意意ととしし、、初初期期ににははナナンンセセンンススなな SSFF 作作品品をを発発表表ししままししたた。。ままたた、、11997700 年年代代よよ

りりメメタタフフィィククシショョンンのの手手法法をを用用いいたた前前衛衛的的なな作作品品をを発発表表しし、、SSFF とと純純文文学学ととのの境境界界をを越越ええるるよよううなな実実験験作作をを多多くく創創作作しし

ままししたた。。「「虚虚人人たたちち」」がが第第 99 回回泉泉鏡鏡花花文文学学賞賞（（11998811 年年））、、「「夢夢のの木木坂坂分分岐岐点点」」がが第第 2233 回回谷谷崎崎潤潤一一郎郎賞賞（（11998877 年年））、、「「ヨヨ

ッッパパ谷谷へへのの降降下下」」がが第第 1166 回回川川端端康康成成文文学学賞賞（（11998899 年年））、、「「朝朝ののガガススパパーールル」」がが第第 1133 回回日日本本 SSFF 大大賞賞（（11999922 年年））、、

「「わわたたししののググラランンパパ」」がが第第 5511 回回読読売売文文学学賞賞（（22000000 年年））、、「「モモナナドドのの領領域域」」がが第第 5588 回回毎毎日日芸芸術術賞賞（（22001177 年年））をを受受賞賞しし、、

芸芸術術文文化化勲勲章章シシュュヴヴァァリリエエ（（11999977 年年））、、紫紫綬綬褒褒章章（（22000022 年年））、、日日本本芸芸術術院院賞賞・・恩恩賜賜賞賞（（22002222 年年））ななどどのの功功績績をを残残すす、、

現現代代日日本本をを代代表表すするる作作家家でですす。。  

  

【【研研究究視視点点①①】】筒筒井井康康隆隆とと「「疑疑似似イイベベンントト」」思思想想ととのの関関連連  

「「疑疑似似イイベベンントト」」思思想想ととはは、、アアメメリリカカのの文文明明史史家家 DD..  JJ..  BBoooorrssttiinn にによよっってて提提唱唱さされれたた概概念念でですす。。11996622 年年当当時時ののママススメメ

デディィアアにによよっってて「「合合成成的的なな新新奇奇なな出出来来事事がが社社会会にに充充満満ししてていいるる」」状状態態ののここととをを指指しし、、ママススメメデディィアアがが事事件件をを誇誇張張ししてて

報報じじ、、社社会会のの関関心心をを集集めめるる様様子子をを定定義義づづけけままししたた。。筒筒井井はは BBoooorrssttiinn のの書書『『TThhee  IImmaaggee::  AA  GGuuiiddee  ttoo  PPsseeuuddoo--EEvveennttss  

iinn  AAmmeerriiccaa』』（（11996622 年年））にに影影響響をを受受けけ、、作作品品創創作作にに取取りり入入れれままししたた。。そそのの結結果果、、ママススメメデディィアアのの過過激激なな報報道道にによよっってて

戦戦争争がが扇扇動動さされれてていいくく、、「「東東海海道道戦戦争争」」、、「「4488 億億のの妄妄想想」」、、「「ベベトトナナムム観観光光公公社社」」ななどどのの戦戦争争 SSFF 作作品品がが創創作作さされれまましし

たた。。  

私私ははここれれままででににここのの 33 作作ににつついいてて詳詳細細なな作作品品分分析析とと、、同同時時代代ココンンテテククスストトのの調調査査をを行行いい、、研研究究成成果果ととししてて口口頭頭発発表表

のの実実施施やや学学術術論論文文のの執執筆筆をを行行っっててききままししたた。。ここれれにによよりり、、筒筒井井がが SSFF とといいうう虚虚構構のの言言説説空空間間をを利利用用ししてて、、当当時時のの社社

会会をを風風刺刺ししてていいるるここととをを明明ららかかににししままししたた。。ままたた、、同同時時代代のの新新聞聞やや雑雑誌誌のの記記事事をを多多数数引引用用すするるここととにによよりり、、当当時時のの

社社会会状状況況とと筒筒井井作作品品ととのの関関係係性性もも究究明明ししてていいまますす。。  

  

【【研研究究視視点点②②】】筒筒井井康康隆隆とと「「内内宇宇宙宙」」思思想想ととのの関関連連  

「「内内宇宇宙宙」」思思想想ととはは、、イイギギリリススのの SSFF 作作家家 JJ..  GG..  BBaallllaarrdd がが提提唱唱ししたた、、宇宇宙宙空空間間やや未未来来のの科科学学技技術術をを主主題題ととすするる従従来来

のの SSFF のの限限界界をを超超克克ししよよううととししたた新新たたなな SSFF のの理理論論でですす。。そそのの空空間間はは、、11996688 年年にに「「人人間間精精神神のの内内部部をを表表すす空空間間」」ととしし

てて表表さされれ、、初初めめてて人人間間のの無無意意識識のの領領域域がが SSFF のの主主題題ととししてて扱扱わわれれままししたた。。筒筒井井はは逸逸早早くくここのの「「内内宇宇宙宙」」思思想想をを日日本本

にに紹紹介介しし、、作作品品創創作作にに取取りり入入れれままししたた。。そそのの結結果果、、主主人人公公のの「「内内宇宇宙宙」」のの空空間間がが綿綿密密にに描描かかれれるる、、「「脱脱走走とと追追跡跡のの

ササンンババ」」、、「「虚虚人人たたちち」」、、「「夢夢のの木木坂坂分分岐岐点点」」ななどどのの作作品品がが生生みみ出出さされれままししたた。。  

私私ははここれれままででににここのの 33 作作ににつついいててもも研研究究をを行行っっててききままししたた。。従従来来のの小小説説ににははなないい斬斬新新なな表表現現技技法法ににののみみ注注目目さされれ

ててききたた 33 作作でですすがが、、私私はは語語らられれるる物物語語のの内内容容ににもも着着目目しし、、文文学学的的主主題題にに迫迫りりままししたた。。そそれれはは、、主主人人公公のの精精神神世世界界とと

いいうう「「内内宇宇宙宙」」をを表表現現すするるここととのの必必要要性性でであありり、、物物語語内内容容にに注注目目すするるここととにによよりり初初めめてて明明文文化化すするるここととががででききままししたた。。

特特にに「「夢夢のの木木坂坂分分岐岐点点」」にに関関すするる学学術術論論文文はは、、学学術術書書のの中中でで引引用用・・紹紹介介さされれたた実実績績ががあありり、、学学界界にに深深いい影影響響をを及及

ぼぼししてていいまますす。。  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

1960 年代～80 年代筒井康隆作品研究 

 

氏氏名名：：      松松山山  哲哲士士／／MMAATTSSUUYYAAMMAA  SSaattoosshhii  EE--mmaaiill：：  mmttyymmssttss@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本近近代代文文学学会会、、昭昭和和文文学学会会、、阪阪神神近近代代文文学学会会、、関関西西大大学学国国文文学学会会  

キキーーワワーードド：：  日日本本近近現現代代文文学学、、筒筒井井康康隆隆文文学学、、日日本本 SSFF 文文学学、、戦戦争争文文学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・同同時時代代ココンンテテククスストトをを考考慮慮ししたた文文学学作作品品のの精精読読のの方方法法  

・・新新聞聞、、雑雑誌誌のの記記事事やや、、研研究究論論文文ななどど、、デデーータタベベーーススをを用用いいたた資資料料のの調調査査方方法法  

・・著著書書目目録録やや作作家家のの事事典典項項目目のの作作成成方方法法  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系）） 

研研究究タタイイトトルル：：  

ココミミュュニニケケーーシショョンンののココンンテテククスストトににおおけけるる言言語語のの使使用用のの特特徴徴 

 

氏氏名名：：      宮宮本本  友友紀紀／／MMIIYYAAMMOOTTOO  YYuukkii  EE--mmaaiill：：  mmiiyyaammoottoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  MMaasstteerr  ooff  SScciieennccee  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
全全国国英英語語教教育育学学会会，，中中部部地地区区英英語語教教育育学学会会，，全全国国高高等等専専門門学学校校英英

語語教教育育学学会会  

キキーーワワーードド：：  英英語語教教育育，，ココミミュュニニケケーーシショョンン，，言言語語  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

  

  多多様様ななココミミュュニニケケーーシショョンンののココンンテテククスストトににおおけけるる言言語語のの使使用用のの特特徴徴ややニニーーズズのの研研究究ををししてていいまますす。。ままたたそそのの応応用用

ととししてて外外国国語語教教育育ににおおけけるる言言語語指指導導のの研研究究ををししてていいまますす。。  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系）） 

研研究究タタイイトトルル：：  

容容認認性性判判断断にに「「揺揺れれ」」がが生生じじるる日日英英語語のの言言語語事事象象にに関関すするる認認知知言言語語学学的的研研究究  

 

氏氏名名：：      森森  貞貞  ／／  MMOORRII  SSaaddaasshhii  EE--mmaaiill：：  mmoorrii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本英英語語学学会会，，日日本本言言語語学学会会，，日日本本英英語語表表現現学学会会，，日日本本認認知知言言語語

学学会会，，日日本本語語用用論論学学会会，，大大阪阪大大学学英英文文学学会会，，金金沢沢大大学学英英文文学学会会  

キキーーワワーードド：：  容容認認性性判判断断、、英英語語、、日日本本語語、、文文法法、、語語法法、、認認知知言言語語学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・日日英英認認知知モモーードドのの違違いいをを意意識識ししたた英英文文作作成成ににつついいててのの講講演演  

・・日日英英認認知知モモーードドのの違違いいをを意意識識ししたた英英会会話話力力養養成成ににつついいててのの講講演演  

・・日日英英語語のの語語法法・・文文法法ににつついいててのの講講演演  

 
研研究究内内容容：：    

【【研研究究のの概概要要】】  

文文法法ににはは、、大大別別ししてて、、規規範範文文法法（（学学校校文文法法））とと記記述述文文法法ががああるる。。ままたた、、近近年年のの認認知知言言語語学学的的アアププロローーチチにによよるる言言語語

研研究究のの隆隆盛盛にによよりり、、rruullee--bbaasseedd かからら  uussaaggee--bbaasseedd（（ここれれ自自体体はは目目新新ししいいももののででははなないいがが））へへのの言言語語観観（（言言語語にに対対すす

るるアアププロローーチチ））へへのの転転換換にに基基づづくく言言語語事事象象のの研研究究がが行行わわれれるるよよううににななっっててききてていいるる。。ここれれにに連連動動ししてて、、（（任任意意のの））言言

語語事事象象にに対対すするる容容認認性性判判断断にに「「揺揺れれ」」がが生生じじるる可可能能性性はは十十分分ににああるるとといいううここととがが当当然然のの帰帰結結ととししてて捉捉ええらられれるるよようう

ににななっっててききてていいるる。。  

本本研研究究でではは、、ここのの「「揺揺れれ」」がが生生じじるる認認知知的的要要因因をを具具体体的的なな言言語語事事象象にに関関すするる容容認認性性判判断断のの言言語語感感覚覚調調査査（（イインン

タターーネネッットトににおおけけるる言言語語フフォォーーララムムででのの問問いいかかけけをを含含むむ））ややイインンタターーネネッットト上上にに公公開開さされれてていいるる大大規規模模ココーーパパスス（（デデ

ーータタベベーースス））等等のの KKWWIICC 検検索索（（音音声声解解析析をを含含むむ））をを通通ししてて明明ららかかににすするるここととをを目目的的ととすするる。。  

  

【【研研究究のの核核心心】】  

従従来来のの言言語語研研究究ににおおいいててはは、、言言語語研研究究者者のの内内省省（（容容認認性性判判断断））にに基基づづきき、、非非文文ととそそううででなないい文文のの観観察察をを通通ししてて、、任任

意意のの言言語語事事象象のの生生成成にに関関わわるるルルーールル（（規規則則））のの同同定定がが行行わわれれてていいたたがが、、同同一一のの言言語語事事象象にに対対ししてて、、母母語語話話者者のの

言言語語学学者者間間ににおおいいててささええ容容認認性性判判断断にに大大ききなな差差異異（（容容認認可可能能とと判判断断すするる言言語語学学者者がが存存在在すするる一一方方でで容容認認不不可可能能

とと判判断断すするる言言語語学学者者がが存存在在すするるこことと））がが認認めめらられれるる先先行行研研究究がが存存在在すするるここととやや、、近近年年のの大大規規模模デデーータタベベーーススをを用用

いいたた言言語語研研究究（（ココーーパパスス言言語語学学））のの隆隆盛盛にによよりり、、任任意意のの言言語語事事象象のの容容認認性性判判断断にに「「揺揺れれ」」がが存存在在すするるここととがが明明ららかか

ににななっってていいるる。。  

  ししたたががっってて、、ここのの容容認認性性判判断断のの「「揺揺れれ」」をを生生じじささせせてていいるる要要因因をを明明ららかかににすするるここととがが、、言言語語事事実実のの解解明明ににはは不不可可欠欠

でであありり、、「「（（任任意意のの））言言語語事事象象のの容容認認性性判判断断にに「「揺揺れれ」」をを生生じじささせせてていいるる（（認認知知的的なな））要要因因はは何何ででああるるかか？？」」とといいうう問問いい

にに答答ええるるここととがが本本研研究究のの核核心心ででああるる。。  

  

【【研研究究対対象象ととななるる具具体体的的なな言言語語事事象象】】  

日日本本語語  

・・疑疑問問詞詞とと「「かかどどううかか」」のの共共起起  

・・いいわわゆゆるる NNRR 述述語語（（ee..gg..  「「思思うう」」））をを主主節節述述語語ととすするる従従属属節節中中のの強強 NNPPII（（ee..gg..  「「だだれれもも」」「「ししかか」」「「ままでで」」eettcc..  ））のの認認可可  

・・「「ななぜぜ」」をを含含むむ多多重重疑疑問問詞詞疑疑問問文文  

・・複複合合動動詞詞((VV11++VV22))のの受受身身形形（（二二重重受受けけ身身表表現現をを含含むむ））とと英英語語のの相相当当表表現現  

英英語語  

・・II  ddoonn’’tt  {{tthhiinnkk  //  bbeelliieevvee  //  kknnooww  tthhaatt}}  ￢￢pp..    [[ffuunnccttiioonn::  wweeaakk  aasssseerrttiioonn  ooff  ￢￢pp]]  

・・SS  kknnooww  wwhheetthheerr  PP  

・・‘‘aass  ooppppoosseedd  ttoo’’  のの等等位位接接続続詞詞的的用用法法  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系）） 

研研究究タタイイトトルル：：  

容容認認性性判判断断にに「「揺揺れれ」」がが生生じじるる日日英英語語のの言言語語事事象象にに関関すするる認認知知言言語語学学的的研研究究  

 

氏氏名名：：      森森  貞貞  ／／  MMOORRII  SSaaddaasshhii  EE--mmaaiill：：  mmoorrii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本英英語語学学会会，，日日本本言言語語学学会会，，日日本本英英語語表表現現学学会会，，日日本本認認知知言言語語

学学会会，，日日本本語語用用論論学学会会，，大大阪阪大大学学英英文文学学会会，，金金沢沢大大学学英英文文学学会会  

キキーーワワーードド：：  容容認認性性判判断断、、英英語語、、日日本本語語、、文文法法、、語語法法、、認認知知言言語語学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・日日英英認認知知モモーードドのの違違いいをを意意識識ししたた英英文文作作成成ににつついいててのの講講演演  

・・日日英英認認知知モモーードドのの違違いいをを意意識識ししたた英英会会話話力力養養成成ににつついいててのの講講演演  

・・日日英英語語のの語語法法・・文文法法ににつついいててのの講講演演  

 
研研究究内内容容：：    

【【研研究究のの概概要要】】  

文文法法ににはは、、大大別別ししてて、、規規範範文文法法（（学学校校文文法法））とと記記述述文文法法ががああるる。。ままたた、、近近年年のの認認知知言言語語学学的的アアププロローーチチにによよるる言言語語

研研究究のの隆隆盛盛にによよりり、、rruullee--bbaasseedd かからら  uussaaggee--bbaasseedd（（ここれれ自自体体はは目目新新ししいいももののででははなないいがが））へへのの言言語語観観（（言言語語にに対対すす

るるアアププロローーチチ））へへのの転転換換にに基基づづくく言言語語事事象象のの研研究究がが行行わわれれるるよよううににななっっててききてていいるる。。ここれれにに連連動動ししてて、、（（任任意意のの））言言

語語事事象象にに対対すするる容容認認性性判判断断にに「「揺揺れれ」」がが生生じじるる可可能能性性はは十十分分ににああるるとといいううここととがが当当然然のの帰帰結結ととししてて捉捉ええらられれるるよようう

ににななっっててききてていいるる。。  

本本研研究究でではは、、ここのの「「揺揺れれ」」がが生生じじるる認認知知的的要要因因をを具具体体的的なな言言語語事事象象にに関関すするる容容認認性性判判断断のの言言語語感感覚覚調調査査（（イインン

タターーネネッットトににおおけけるる言言語語フフォォーーララムムででのの問問いいかかけけをを含含むむ））ややイインンタターーネネッットト上上にに公公開開さされれてていいるる大大規規模模ココーーパパスス（（デデ

ーータタベベーースス））等等のの KKWWIICC 検検索索（（音音声声解解析析をを含含むむ））をを通通ししてて明明ららかかににすするるここととをを目目的的ととすするる。。  

  

【【研研究究のの核核心心】】  

従従来来のの言言語語研研究究ににおおいいててはは、、言言語語研研究究者者のの内内省省（（容容認認性性判判断断））にに基基づづきき、、非非文文ととそそううででなないい文文のの観観察察をを通通ししてて、、任任

意意のの言言語語事事象象のの生生成成にに関関わわるるルルーールル（（規規則則））のの同同定定がが行行わわれれてていいたたがが、、同同一一のの言言語語事事象象にに対対ししてて、、母母語語話話者者のの

言言語語学学者者間間ににおおいいててささええ容容認認性性判判断断にに大大ききなな差差異異（（容容認認可可能能とと判判断断すするる言言語語学学者者がが存存在在すするる一一方方でで容容認認不不可可能能

とと判判断断すするる言言語語学学者者がが存存在在すするるこことと））がが認認めめらられれるる先先行行研研究究がが存存在在すするるここととやや、、近近年年のの大大規規模模デデーータタベベーーススをを用用

いいたた言言語語研研究究（（ココーーパパスス言言語語学学））のの隆隆盛盛にによよりり、、任任意意のの言言語語事事象象のの容容認認性性判判断断にに「「揺揺れれ」」がが存存在在すするるここととがが明明ららかか

ににななっってていいるる。。  

  ししたたががっってて、、ここのの容容認認性性判判断断のの「「揺揺れれ」」をを生生じじささせせてていいるる要要因因をを明明ららかかににすするるここととがが、、言言語語事事実実のの解解明明ににはは不不可可欠欠

でであありり、、「「（（任任意意のの））言言語語事事象象のの容容認認性性判判断断にに「「揺揺れれ」」をを生生じじささせせてていいるる（（認認知知的的なな））要要因因はは何何ででああるるかか？？」」とといいうう問問いい

にに答答ええるるここととがが本本研研究究のの核核心心ででああるる。。  

  

【【研研究究対対象象ととななるる具具体体的的なな言言語語事事象象】】  

日日本本語語  

・・疑疑問問詞詞とと「「かかどどううかか」」のの共共起起  

・・いいわわゆゆるる NNRR 述述語語（（ee..gg..  「「思思うう」」））をを主主節節述述語語ととすするる従従属属節節中中のの強強 NNPPII（（ee..gg..  「「だだれれもも」」「「ししかか」」「「ままでで」」eettcc..  ））のの認認可可  

・・「「ななぜぜ」」をを含含むむ多多重重疑疑問問詞詞疑疑問問文文  

・・複複合合動動詞詞((VV11++VV22))のの受受身身形形（（二二重重受受けけ身身表表現現をを含含むむ））とと英英語語のの相相当当表表現現  

英英語語  

・・II  ddoonn’’tt  {{tthhiinnkk  //  bbeelliieevvee  //  kknnooww  tthhaatt}}  ￢￢pp..    [[ffuunnccttiioonn::  wweeaakk  aasssseerrttiioonn  ooff  ￢￢pp]]  

・・SS  kknnooww  wwhheetthheerr  PP  

・・‘‘aass  ooppppoosseedd  ttoo’’  のの等等位位接接続続詞詞的的用用法法  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

研研究究内内容容：：    

  

  

  確確率率論論とと統統計計力力学学をを基基本本ととししてて，，「「無無限限粒粒子子がが相相互互作作用用すするるななかかでで，，相相全全体体のの様様子子ががどどののよよううににふふるるままううかか」」とといい

ううここととににつついいてて，，ppeerrccoollaattiioonn  mmooddeell  やや  ccoonnttaacctt  pprroocceessss  ななどどのの，，様様々々ななモモデデルルににおおいいてて研研究究をを行行っってていいまますす。。  

  

基基本本的的ににはは，，数数学学のの理理論論のの枠枠組組みみののななかかででのの結結果果をを求求めめてていいききまますすがが，，ととききににはは，，ココンンピピュューータターーでで乱乱数数をを発発

生生ささせせ，，シシミミュュレレーーシショョンンをを行行っってて，，「「ととににかかくく何何がが起起ここっってていいるるののかか」」とといいううここととをを調調べべ，，理理由由をを探探るるとといいうう研研究究手手法法をを

ととるるここととももあありりまますす。。((ここののよよううなな手手法法をを「「モモンンテテカカルルロロ法法」」とといいいいまますす。。))  

でですすののでで，，  

金金属属内内部部，，流流体体，，交交通通流流  

等等のの対対象象ににつついいてて，，モモンンテテカカルルロロ法法でで調調べべるるとといいっったた依依頼頼にに応応じじるるここととががででききまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

モンテカルロ法 

 

氏氏名名：：      柳柳原原  祐祐治治／／YYAANNAAGGIIHHAARRAA  YYuujjii  EE--mmaaiill：：  yy--yyaannaaggii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  理理学学修修士士  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本数数学学会会  

キキーーワワーードド：：  PPeerrccoollaattiioonn，，CCoonnttaacctt  pprroocceessss  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系）） 

走走化化性性にによよるる細細胞胞性性粘粘菌菌のの形形態態形形成成  

出出典典    hhttttpp::////jjaa..wwiikkiippeeddiiaa..oorrgg//wwiikkii//細細胞胞性性粘粘菌菌  

研研究究タタイイトトルル：：  

移流拡散方程式の解の定性理論 
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研研究究内内容容：：    

  

  

  関関数数解解析析やや調調和和解解析析をを用用いいてて移移流流拡拡散散方方程程式式((例例ええばば走走化化性性粘粘菌菌モモデデルルやや半半導導体体シシュュミミレレーーシショョンンモモデデルルななどど))

ににおおけけるる解解のの定定性性的的性性質質をを調調べべてていいまますす。。最最近近はは  

・・時時間間無無限限大大ででのの解解のの振振るる舞舞いい((漸漸近近形形やや漸漸近近率率))  

・・定定常常解解のの安安定定性性  

にに関関すするる研研究究をを行行っってていいまますす。。  

  

  

  

  

∂∂ttuu＝＝△△uu－－▽▽・・（（uu▽▽vv）），，∂∂ttvv＝＝△△vv－－vv＋＋uu  

移移流流拡拡散散方方程程式式ととはは  
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